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【課題 】端末装置が ス トリー ミングデー タを安定的 に受信 す る ことを可能 とす る、 よ り容 易に実装 で き
る仕組み を提供 す る こと。 【解決手段】重複 す る複 数のセル を含むエ リア内の 1 つ以上の端末装置へ配
信 され るべ きス トリ一 ミングデー タに含 まれ るセ グ メ ン 卜の各 々を、第 1 のセルの第 1 の アクセスボイ
ン 卜か ら第 1 の 時間ス ロッ 卜で配信 させ 、前記 第 1 のセル と重複 す る第 2 のセルの第 2 の アクセスポィ
ン トか ら前記 第 1 の 時間ス ロッ 卜とは異 な る第 2 の 時間ス ロッ 卜で配信 させ る制御部 、 を備 える通信制
御装置 を提供す る。



明 細 書

発明の名称 ：

通信制御装置、通信制御方法、端末装置、データ受信方法、アクセスボイ

ン 卜及びプログラム

技術分野

[0001 ] 本開示は、通信制御装置、通信制御方法、端末装置、データ受信方法、 ァ

クセスボイン 卜及び プログラムに関する。

背景技術

[0002] 近年の無線通信サー ビスでは、映像又は音声などのコンテンツを搬送する

ス トリ一 ミングデータが、 卜ラ フ ィ ックの大部分を占める。ス トリ一 ミング

データを受信する端末装置が移動する場合、 コンテンツのシ一厶 レスな再生

を阻害 しないことが重要である。

[0003] 一般的なセルラ一通信方式では、広範なサー ビスエ リア内に、複数のセル

が互いに重複するように配置される。端末装置は、そのサー ビスエ リア内で

接続先のセルをハ ン ドオーバ手続によって切替えなが ら、ス 卜リ一ミングデ

—タを継続的に受信することができる。重複するセルの間の干渉は、例えば

、異なる周波数チャネルを利用することにより防止され得 る。

[0004] I E E E 8 0 2 . 1 1 シ リーズにおいて標準化されている無線 L A N (Loc

a l Area Network) 方式においても、同一の S S I D (Serv i ce Set Iden

t i f i er) が付与された複数のセルを互いに重複するように配置 し、隣接セル

の間で端末装置を口一ミングさせることはできる。 しか し、システムに割 り

当て られた帯域が十分な数の周波数チャネルを有 しない場合 には、隣接セル

に異なる周波数チャネルを割 り当てることにより干渉を防止することが困難

とな り得 る。下記非特許文献 1 は、無線 L A N 方式において映像 コ ンテ ンツ

を安定的にス トリ一ミングするための、 I E E E 8 0 2 . 1 1 a a において

標準化された技術 に言及 している。

先行技術文献



非特許文献

[0005] 非特許文献 1 ： ΓΙ ΕΕΕ 802. aa : Imp r ovemen t s on v i deo t ansm i s s i on

ove r Wi e l ess LANs」、 [on いne] 、 [ 2 0 1 3 年 4 月 1 5 曰検索] 、

ィンタ一不ッ卜 ht t p : / / www- mob i Le . ecs . so t on. ac . uk/home/conf e r ence/ICC

20 12/ sympos i a/ pape r s/ i eee 802 aa i p r ovemen t s on v i deo t ansm i s s i on

ove _ d f >

発明の概要

発明が解決しょうとする課題

[0006] しかしながら、 I E E E 8 0 2 . 1 1 a a において標準化された技術は複

雑であり、その技術をシステムに実装するためには、多大なコス トを要する

[0007] 従って、端末装置がス トリ一ミングデ一タを安定的に受信することを可能

とする、より容易に実装できる仕組みが提供されることが望ましい。

課題を解決するための手段

[0008] 本開示によれば、重複する複数のセルを含むェリァ内の 1 つ以上の端末装

置へ配信されるべきス 卜リ一ミングデータに含まれるセグメン卜の各々を、

第 1 のセルの第 1 のアクセスポィン卜から第 1 の時間スロッ卜で配信させ、

前記第 1 のセルと重複する第 2 のセルの第 2 のアクセスボイン卜から前記第

1 の時間スロッ卜とは異なる第 2 の時間スロッ卜で配信させる制御部、を備

える通信制御装置が提供される。

[0009] また、本開示によれば、重複する複数のセルを含むエリア内の 1 つ以上の

端末装置へ配信されるべきス 卜リ一ミングデータに含まれるセグメン卜の各

々を、第 1 のセルの第 1 のアクセスポィン卜から第 1 の時間スロッ卜で配信

させることと、前記セグメントの各々を、前記第 1 のセルと重複する第 2 の

セルの第 2 のアクセスポイン卜から前記第 1 の時間スロッ卜とは異なる第 2

の時間スロッ卜で配信させることと、を含む通信制御方法が提供される。

[00 10] また、本開示によれば、通信制御装置を制御するコンピュータを、重複す



る複数のセルを含むエ リァ内の 1 つ以上の端末装置へ配信されるべきス 卜リ

—ミングデータに含まれるセグメン 卜の各々を、第 1 のセルの第 1 のァクセ

スポイン トから第 1 の時間スロッ 卜で配信させ、前記第 1 のセルと重複する

第 2 のセルの第 2 のアクセスポイン 卜から前記第 1 の時間スロッ 卜とは異な

る第 2 の時間スロッ 卜で配信させる制御部、として動作させるためのプログ

ラムが提供される。

[001 1] また、本開示によれば、ス トリ一ミングデータに含まれるセグメン トの各

々を、第 1 の時間ス ロッ 卜及び第 2 の時間ス ロッ 卜を含む時間ウイン ドウ内

の前記第 1 の時間スロッ 卜でアクセスポイン 卜から受信する無線通信部と、

前記アクセスボイン 卜から前記セグメン 卜が受信されない前記第 2 の時間ス

ロッ 卜において、前記無線通信部を少なくとも部分的にス リープさせる制御

部と、を備える端末装置が提供される。

[001 2] また、本開示によれば、端末装置において、ス トリ一ミングデータに含ま

れるセグメン 卜の各々を、第 1 の時間スロッ 卜及び第 2 の時間スロッ 卜を含

む時間ウィン ドウ内の前記第 1 の時間スロッ 卜でアクセスポイン トから受信

することと、前記アクセスポイン 卜から前記セグメン 卜が受信されない前記

第 2 の時間スロッ 卜において前記端末装置の無線通信部を少なくとも部分的

にス リープさせることと、を含むデータ受信方法が提供される。

[001 3] また、本開示によれば、無線通信部を備える端末装置を制御するコンビュ

—タを、ス トリ一ミングデータに含まれるセグメン トの各々を、第 1 の時間

スロッ 卜及び第 2 の時間スロッ 卜を含む時間ウイン ドウ内の前記第 1 の時間

スロッ トで、前記無線通信部にアクセスポイン トから受信させ、及び前記ァ

クセスポイン 卜から前記セグメン 卜が受信されない前記第 2 の時間スロッ 卜

において前記無線通信部を少なくとも部分的にス リープさせる、制御部、と

して機能させるためのプログラムが提供される。

[0014] また、本開示によれば、第 1 のセル内の端末装置へ無線通信サービスを提

供するアクセスポイン 卜であって、ス 卜リ一ミングデータに含まれるセグメ

ン 卜の各々を前記端末装置へ配信する無線通信部と、前記第 1 のセルと重複



する第 2 のセルにおいて各セグメン トが配信される時間スロッ トとは異なる

時間スロッ 卜で、前記無線通信部に各セグメン トを前記端末装置へ配信させ

る制御部 と、を備えるアクセスポイン 卜が提供される。

発明の効果

[001 5] 本開示に係る技術によれば、端末装置がス 卜リーミングデータを安定的に

受信するための仕組みを容易に実装することが可能となる。

図面の簡単な説明

[001 6 ] [ 図 1] _ 実施形態に係るデ一タ配信システムの概要について説明するための説

明図である。

[ 図2]_ 実施形態に係るデータ配信サーバの構成の一例を示すプロック図であ

る。

[ 図3A] スロッ 卜構成データの第 1 の例を示す説明図である。

[ 図3B] スロッ ト構成デ一夕の第 2 の例を示す説明図である。

[ 図4A] 図 3 A に示 したスロッ 卜構成データに対応するスロッ 卜構成について

説明するための説明図である。

[ 図4B] 図 3 B に示 したスロッ 卜構成データに対応するスロッ 卜構成について

説明するための説明図である。

[ 図5]複数のス 卜リ一ミングデータの配信について説明するための説明図であ

る。

[ 図6] セグメン 卜の冗長的な配信について説明するための説明図である。

[ 図7A] データ配信処理の流れの第 1 の例を示すフローチヤ一 卜である。

[ 図7B] データ配信処理の流れの第 2 の例を示すフローチヤ一 卜である。

[ 図8]_ 実施形態に係る無線アクセスボイン 卜の構成の一例を示すプロック図

である。

[ 図9] データ中継処理の流れの一例を示すフローチヤ一 卜である。

[ 図 10]_ 実施形態に係る端末装置の構成の一例を示すプロック図である。

[ 図 11A] データ受信処理の流れの第 1 の例を示すフローチヤ一 卜である。

[ 図 11B] データ受信処理の流れの第 2 の例を示すフローチヤ一 卜である。



[ 図 12]_ 変形例 に係 るデータ配信サーバ の構成 の一例 を示 す プロック図であ

る。

発明を実施するための形態

[001 7 ] 以 下 に添付 図面 を参照 しなが ら、本 開示 の好適 な実施 の形態 について詳細

に説 明す る。 なお、本 明細書及び 図面 において、実質 的 に同一の機 能構成 を

有 す る構成要素 については、 同一の符号 を付 す る ことによ り重複説 明 を省略

す る。

[001 8] また、以下の順序 で説 明 を行 う。

1 . シ ス テ ム の概 要

丁 — タ配信サーバ の構成例

2 - 1 . 装 置 の構成

2 - . 複 数 のス トリ一 ミ ン グデ一タの 配信

2 - 3 . セ グメン 卜の冗長 的な送信

2 - 4 . 実装例

2 - 5 . 処理 の流 れ

3 . 無線 アクセスポ イ ン トの構成例

3 - 1 . 装 置 の構成

3 - 2 . 処理 の流 れ

4 . 端末装置 の構成例

4 - 1 . 装 置 の構成

4 - 2 . 処理 の流 れ

5 . 変形例

6 . ま とめ

[001 9] < 1 . シ ス テ ム の概 要 >

図 1 は、 一実施形態 に係 るデ一タ配信 システムの概 要 について説 明す るた

めの説 明図であ る。 図 1 を参照 す る と、 データ配信 シ ス テ ム 1 0 は、 コ ンテ

ンッサ一バ 2 0 、 データ配信サーバ 1 0 0 、 無線 アクセスポ イ ン ト （無線 A

P ) 2 0 0 a 〜 2 0 0 d 及び端末装置 3 0 0 a 〜 3 0 0 f を含 む。 なお、 図



1 に示 した無線 A P 及び端末装置の数は、一例 に過 ぎない。即ち、データ配

信システム 1 0 は、 より多 くの又はより少ない無線 A P を含んでもよい。 ま

た、データ配信システム 1 0 は、 より多 くの又はより少ない端末装置を含ん

でもよい。

[0020] コンテンツサーバ 2 0 は、端末装置へ配信されるべ きコンテンツのス トリ

—ミングデータを記憶するデータサーバである。 コンテンツサーバ 2 0 によ

り記憶 されるデータは、例えば、映像 コンテンツ、音声コンテンツ、又は映

像及び音声の双方を含むマルチメデ ィァコンテンツのためのス 卜リ一ミング

データであってよい。

[0021 ] データ配信サーバ 1 0 0 は、無線 A P を介する端末装置へのス トリ一ミン

グデータの配信を制御する通信制御装置である。図 1 の例 において、データ

配信サーバ 1 0 0 は、ネッ トワーク 1 2 を介 して、 コンテンツサーバ 2 0 と

接続される。なお、図 1 の例 に限定されず、データ配信サーバ 1 0 0 は、 コ

ンテンッサーバ 2 0 と物理的に同 じサーバ上に実装 されてもよい。 また、デ

—タ配信サーバ 1 0 0 は、ネッ トワーク 1 4 を介 して、無線 A P 2 0 0 a 〜

2 0 0 d と接続される。ネッ トワーク 1 2 及びネッ トワーク 1 4 は、それぞ

れ、インタ一ネッ ト、 I P _ V P N 又は L A N な どのいかなる種類のネッ ト

ワークであってもよい。 また、ネッ 卜ワーク 1 2 及びネッ 卜ワーク 1 4 は、

同一のネッ トワークであってもよい。データ配信サーバ 1 0 0 は、 コンテン

ッサーバ 2 0 か ら取得 されるス 卜リ一ミングデータを、無線 A P 2 0 0 a 〜

2 0 0 d へ転送する。なお、データ配信サーバ 1 0 0 は、 コンテンツサーバ

2 0 か らス 卜リーミングデータを取得する代わ りに、例えば放送局か ら受信

される （テ レビジ ョン番組などのコンテンツの）放送信号をス トリ一ミング

データに変換 して、変換後のス 卜リ一ミングデータを無線 A P 2 0 0 a 〜 2

0 0 d へ転送 してもよい。

[0022] 無線 A P 2 0 0 a 〜 2 0 0 d は、端末装置へ無線通信サ一 ビスを提供する

アクセスポイン ト （あるいは無線基地局）である。本実施形態において、無

線 A P 2 0 0 a 〜 2 0 0 d は、 I E E E 8 0 2 . 1 1 a 、 1 1 b 、 1 1 g 又



は 1 1 n な どの無線 L A N 方式で運用される。他 の実施形態 において、無線

A P 2 0 0 a 〜 2 0 0 d は、 L T E (Long Term Evo lut i on) L T E — A

(LTE-Advanced) 若 しくはW i M A X な どのセル ラ一通信方式で運用されて

もよ く、又はその他 の種類の無線通信方式で運用されてもよい。無線 A P 2

0 0 a は、 セル （B S S (Bas i c Serv i ce Set) ともい う） C a を有 する。

無線 A P 2 0 0 b は、 セル C b を有 する。無線 A P 2 0 0 c は、 セル C c を

有 する。無線 A P 2 0 0 d は、 セル C d を有 する。 これ らセル C a 〜 C d に

よ り、データ配信システム 1 0 のサー ビスエ リアが形成 される。無線 A P 2

0 0 a 〜 2 0 0 d は、 このサー ビスエ リア内の 1 つ以上の端末装置へ、デ一

タ配信サーバ 1 0 0 か ら転送 されるス 卜リ一 ミングデータを配信する。

[0023] 端末装置 3 0 0 a 〜 3 0 0 f は、無線 A P 2 0 0 a 〜 2 0 0 d によ り提供

される無線接続 を利用 して無線通信 を実行する移動端末である。端末装置 3

0 0 a 〜 3 0 0 f は、 それぞれ、例 えばスマー トフォン、 P C (Persona l C

o put e r 、 P D A (Persona D i g i t a l Ass i stants) 、 P N D (Portab l e

Nav i gat i on Dev i ce) 又 はゲ一厶端末な どの任意の種類の移動端末であ つ

てよい。一例 と して、端末装置 3 0 0 a は、無線 A P 2 0 0 a によ り運用さ

れるセル C a 内に位置 し、無線 A P 2 0 0 a と接続する。従 って、端末装置

3 0 0 a は、無線 A P 2 0 0 a によ り配信 されるス 卜リ一 ミングデ一タを受

信することがで きる。端末装置 3 0 0 a がセル C b 内へ移動 した場合 には、

端末装置 3 0 0 a は、ハ ン ドオーバ （口一 ミングともいう）の手続 を実行す

ることによ り、接続先 を無線 A P 2 0 0 b へ切 り替 える。接続先 を切 り替 え

た後、端末装置 3 0 0 a は、無線 A P 2 0 0 b によ り配信 されるス トリ一 ミ

ングデ一タを受信することがで きる。

[0024] 図 1 の例 において、セル C a は、 セル C b 及びセル C c と地理的に重複す

る。セル C b は、 セル C a 、 セル C c 及びセル C d と地理的に重複する。セ

ル C c は、 セル C a 、 セル C b 及びセル C d と地理的に重複する。セル C d

は、 セル C b 及びセル C c と地理的に重複する。 これ らセルが無線 L A N 方

式の B S S である場合 には、セル C a 、 C b 、 〇 。及び 〇 づは、 〇 B S S (0



ver Lapp i ng Bas i c Serv i c e Sets) を構 成 す る。 この よ う に セ リレ¾：皇 複 し

て 配 置 す る こ と は、 端 末 装 置 へ の 無 線 通 信 サ 一 ビス の 継 続 的 な 提 供 の た め に

重 要 で あ る。 しか し、 サ ー ビス エ リア 内 で 同 時 に デ ー タ が プ ロ一 ドキ ャ ス ト

又 は マ ル チ キ ャ ス 卜さ れ る と、 これ ら隣 接 セ ル が 互 い に重 複 す る領 域 に お い

て 、 信 号 の 干 渉 に起 因 す る デ ー タ の ロス が 発 生 し得 る。 ス トリ一 ミ ン グ デ 一

夕 に と って 、 デ ー タ の ロス は ユ ー ザ に よ り体 験 さ れ る コ ンテ ン ツ の 再 生 品 質

の 低 下 に つ な が り、 再 生 品 質 の 低 下 を再 送 に よ って 回 復 す る こ と は難 しい。

[0025] 典 型 的 な 手 法 に お い て 、 隣 接 セ ル 間 の 干 渉 は、 隣 接 セ ル 間 で 異 な る周 波 数

チ ャ ネ ル を利 用 す る こ と に よ って 防 止 さ れ る。 しか し、 シ ス テ ム に と って 利

用 可 能 な 周 波 数 チ ャ ネ ル の 数 が 十 分 で は な く、 互 い に重 複 す る セ ル に異 な る

周 波 数 チ ャ ネ ル を割 り当 て る こ とが 困 難 で あ る場 合 は 少 な くな い。 例 え ば、

I E E E 8 0 2 . 1 1 シ リー ズ に割 り当 て られ た 2 . 4 G H z 帯 又 は 5 G H

z 帯 は、 豊 富 な 数 の 周 波 数 チ ャ ネ ル を有 しな い。 一 例 と して 、 I E E E 8 0

2 . 1 1 g で は、 チ ャ ネ ル 番 号 C h 1 〜 C h 1 3 の 1 3 個 の チ ャ ネ ル が 定 義

さ れ て い る も の の 、 電 波 干 渉 を 引 き起 こ さ な い た め に は 所 定 の 数 （例 え ば、

5 個 ） の チ ャ ネ ル に相 当 す る チ ャ ネ ル 間 隔 を空 け る こ とが 求 め られ る。 そ の

た め 、 実 際 に 同 時 に利 用 可 能 な チ ャ ネ ル 数 は 最 大 で 3 つ （例 え ば、 チ ャ ネ ル

C h 1 、 C h 7 及 び C h 1 3 ) で あ る。

[0026] 隣 接 セ ル 間 の 防 止 を 回 避 す る た め の よ り高 度 な 手 法 の 一 例 は、 3 G P P に

よ り標 準 ィ匕さ れ た e M B M S (evo lved Mu t i med i a Broadcast and Mu l t

i cast Serv i ce) 技 術 で あ る。 e M B M S 技 術 は、 隣 接 セ ル か ら同 一 の 周 波

数 チ ャ ネ ル 上 で 同 一 の タ イ ミ ン グ で 同 じデ ー タ を送 信 す る こ と に よ り、 セ ル

間 干 渉 を 防 止 す る と共 に、 セ ル エ ッジ で の 受 信 品 質 を 向 上 させ る。 しか し、

e M B M S 技 術 は、 M A C 層 以 下 の レイ ヤ に お い て 複 数 の 無 線 基 地 局 を 時 間

的 に厳 密 に 同期 させ る な どの 精 細 な 制 御 を 必 要 とす る。

[0027] 他 の 例 と して 、 I E E E 8 0 2 . 1 1 a a は 、 O B S S ( Ov e lapp i ng BS

S) 環 境 に お い て 映 像 コ ンテ ン ツ を安 定 的 に ス トリ一 ミ ン グ す る た め に、 複 数

の セ ル 間 で 流 入 制 御 （Adm i s s i o n Cont r o l ) 及 び ス ケ ジ ュ ー リン グ を協 調 的



に行 う技術 を定義 して い る。 しか し、 I E E E 8 0 2 . 1 1 a a によ り定義

されて い る技術 は、 その複雑 さに起 因 して多 大 な実装 コス トを要 し、 これ を

既 存 の多 くの無線 A P に適 用 す る とい う解 決策 は現 実 的でな い。

[0028] そ こで、 デ ー タ配信 システ ム 1 0 において端末装 置 がス 卜リ一 ミングデ 一

タ を安 定 的 に受信 す る ことを可能 とす る、 よ り容 易 に実装 で きる仕組 み につ

いて、 本 明細書 で詳細 に説 明す る。

[0029] な お、 以 下 の説 明 において、 無線 A P 2 0 0 a 〜 2 0 0 d を互 い に区別 す

る必要 が無 い場合 には、符 号 の末 尾 の アル フ ァべ ッ 卜を省 略 す る ことによ り

、 これ らを無線 A P 2 0 0 と総称 す る。 同様 に、端末装 置 3 0 0 a 〜 3 0 0

f を端末装 置 3 0 0 と総称 す る。他 の要素 の参 照符 号 につ いて も同様 とす る

[0030] < 2 . デ ー タ配信 サ ーバ の構成例 >

[ 2 - 1 . 装 置 の構成 ]

図 2 は、 一実施形 態 に係 るデ ー タ配信 サ ーバ 1 0 0 の構成 の一例 を示 す プ

ロ ック図であ る。 図 2 を参 照 す る と、 デ ー タ配信 サ ーバ 1 0 0 は、 通信部 1

1 0 、 デ ー タ処理部 1 2 0 、 記憶部 1 3 0 、制御部 1 4 0 及び ス ロ ッ 卜構成

デ ー タべ —ス （D B ) 1 5 0 を備 え る。

[0031 ] ( 1 ) 通 信部

通信部 1 1 0 は、 デ ー タ配信 サ ーバ 1 0 0 が ネ ッ 卜ワー ク 1 2 及び ネ ッ 卜

ワー ク 1 4 を介 して他 の装 置 と通信 す るため の通信 イ ンタ フェースであ る。

通信部 1 1 0 は、有 線通信 イ ンタ フ ヱ 一 スであ って もよ く、 又 は無線通信 ィ

ンタ フエースであ って もよい。 通信部 1 1 0 は、例 えば、 コンテ ンツサ ーバ

2 0 か ら端末装 置へ配信 され るべ きコンテ ンツのス 卜リ一 ミングデ 一 タ を受

信 す る。 また、 通信部 1 1 0 は、後 述 す る制御部 1 4 0 による制御 に従 って

、 ス トリ一 ミングデ ー タ に含 まれ るセ グメ ン トの各 々を、 無線 A P 2 0 0 へ

送信 す る。

[0032] ( 2 ) デ ー タ処理部

デ ー タ処理部 1 2 0 は、 通信部 1 1 0 によ り受信 され又 は送信 され るデ 一



タパケットを処理する。本実施形態において、データ処理部 1 2 0 は、デ一

タ取得部 1 2 2 及びデータ転送部 1 2 4 を含む。

[0033] データ取得部 1 2 2 は、データ配信システム 1 0 のサービスエリア内の 1

つ以上の端末装置へ配信されるべきス トリ一ミングデ一タを、コンテンツサ

—バ 2 0 から取得する。データ取得部 1 2 2 により取得されるス トリ一ミン

グデータは、例えば、映像コンテンツ、音声コンテンツ、又は映像及び音声

の双方を含むマルチメディァコンテンツのためのデータであってよい。デ一

タ取得部 1 2 2 は、テレビジョン放送局から受信される放送信号のデータ形

式を変換することにより、テレビジョン番組のス 卜リ一ミングデータを取得

してもよい。一例として、データ取得部 1 2 2 は、 N個 （N 1 ) のコンテ

ンッサ一ビスのためのス 卜リ一ミングデータS T ，〜 S T Nを並列的に取得す

る。そ して、データ取得部 1 2 2 は、取得 したス トリ一ミングデータを、受

信 （R X ) バッファ 1 3 2 へ格納する。

[0034] 受信バッファ 1 3 2 に格納されるス 卜リ一ミングデータは、後述する制御

部 1 4 0 による制御に従って、セグメン トごとにヘッダを付加され、送信 （

T x ) バッファ 1 3 4 へ移送される。本実施形態において、時間軸上で分割

される一連のス トリ一ミングデータの個々の部分を、セグメン トという。デ

—タ転送部 1 2 4 は、制御部 1 4 0 により指定されるタイミングで、送信バ

ッファ 1 3 4 に格納されているセグメン トデータを、通信部 1 1 0 を介 して

各無線A P 2 0 0 へ転送する。

[0035] データ転送部 1 2 4 は、転送されるセグメン トデータの各々に、基準クロ

ック （図示せず）から取得されるタイムスタンプを付与する。ここで付与さ

れるタイムスタンプは、セグメン トの各々の送信タイミングを示 し、セグメ

ン 卜の配信周期を認識するために端末装置により使用され得る。

[0036] ( 3 ) 記憶部

記憶部 1 3 0 は、受信バッファ 1 3 2 及び送信バッファ 1 3 4 を含む。

[0037] 受信バッファ 1 3 2 は、データ取得部 1 2 により取得されるス トリ一ミ

ングデータをバッファリングする。受信バッファ 1 3 2 は、複数のコンテン



ッサ一ビスのス 卜リ一ミングデータをそれぞれバッファリングする複数のキ

ュ一を有 してもよい。受信バッファ 1 3 2 によりバッファリングされるス 卜

リ一ミングデータは、セグメン 卜ごとにヘッダを付与された上で送信バッフ

ァ 1 3 4 へコピ一される。受信バッファ 1 3 2 から送信バッファ 1 3 4 への

セグメン 卜のコピ一は、所定の量のデータ （例えば、 1秒分のス トリ一ミン

グデータ）が蓄積される都度、実行されてもよい。受信バッファ 1 3 2 によ

りバッファリングされるス 卜リ一ミングデータの各セグメン 卜は、対応する

複数のセグメン 卜データが送信バッファ 1 3 4 に格納された後、削除され得

る。

[0038] 送信/ くッファ 1 3 4 は、デ一タ転送部 1 2 4 により無線A P 2 0 0 へ転送

されるべきセグメン トデータをバッファリングする。送信バッファ 1 3 4 は

、複数のコンテンツサービスのセグメン 卜データをそれぞれバッファリング

する複数のキューを有 してもよい。各セグメン トデータは、ス トリ一ミング

データを構成するセグメン トの 1 つとヘッダとを有する。本実施形態では、

1 つのセグメン 卜について複数のセグメン 卜データが生成され得る。ある実

施例において、当該複数のセグメン トデータは、異なる宛て先 I P ア ドレス

を有 し、異なる時間スロットにおいてデータ転送部 1 2 4 により転送される

。送信バッファ 1 3 4 によりバッファリングされる各セグメン トデータは、

当該セグメン トデータがデータ転送部 1 2 4 により転送された後、削除され

得る。

[0039] ( 4 ) 制御部

制御部 1 4 0 は、データ配信サーバ 1 0 0 によるス トリ一ミングデータの

配信を制御する。ス トリ一ミングデータは、複数の無線A P 2 0 0 を介 して

データ配信システム 1 0 のサ一ビスエリァ内の 1 つ以上の端末装置へ配信さ

れる。図 1 に例示 したように、データ配信システム 1 0 のサービスエリアは

、互いに重複する複数のセルを含む。そこで、本実施形態において、制御部

1 4 0 は、同じ周波数チャネルを利用 し且つ互いに重複するセルを有する複

数の無線A P 2 0 0 へ、異なる時間スロッ卜においてス 卜リ一ミングデータ



の各セグメン トが転送されるように、データ転送部 1 2 4 を制御する。

[0040] 例 えば、セル C a を有する無線 A P 2 0 0 a とセル C b を有する無線 A P

2 0 0 b とが同 じ周波数チャネルを利用するものとする。 この場合、制御部

1 4 0 は、第 1 の時間スロッ 卜で各セグメン トを無線 A P 2 0 0 a へ転送さ

せ、第 1 の時間スロッ 卜とは異なる第 2 の時間スロッ 卜で各セグメン トを無

線 A P 2 0 0 b へ転送させる。 ここで、第 1 の時間スロッ ト及び第 2 の時間

スロッ 卜は、 1 つの時間ウィン ドウ内の複数の時間スロッ 卜のうちの異なる

2 つである。無線 A P 2 0 0 a 及び無線 A P 2 0 0 b は、データ配信サーバ

1 0 0 か ら受信されるセグメン トデータの各々を、実質的な時間遅延な くセ

ル C a 及びセル C b 内の端末装置へそれぞれ中継するように設定される。例

えば、無線 L A N 方式における D T I M (De i very Traff i c Ind i cat i on

Message) 機能が有効である場合、無線 A P に到着 した 卜ラフィックは、一旦

バ ッファリングされ、端末装置 とのメッセ一ジ交換の後に端末装置へ配信さ

れる。制御部 1 4 0 は、ス トリ一ミングデータを受信する端末装置 3 0 0 に

ついてこのような トラフィック通知メッセージ機能を各無線 A P 2 0 0 に予

め無効化させてもよい。それにより、遅延を伴 うメッセ一ジ交換を経ること

な く、データ配信サーバ 1 0 0 か ら各無線 A P 2 0 0 へ転送されたセグメン

卜データの各々が、直ちに各無線 A P 2 0 0 か ら端末装置 3 0 0 へ配信され

る。

[0041 ] ある実施例において、制御部 1 4 0 は、各無線 A P 2 0 0 が有する I P ァ

ドレスフィルタ リング機能を活用 してもよい。 I P ア ドレスフィルタ リング

機能は、所定の宛て先 I P ア ドレスを有するパケッ トのみを無線 リンクへ中

継するための、無線 A P の機能である。制御部 1 4 0 は、例えば、同 じセグ

メン 卜データを同 じ時間スロッ トにおいて中継すべ き （即ち、重複するセル

を有 しない） 1 つ以上の無線 A P 2 0 0 に、共通のマルチキャス トア ドレス

を割 り当てる。 また、制御部 1 4 0 は、同 じセグメン トデータを異なる時間

スロッ トにおいて中継すべ き （即ち、重複するセルを有 し得る）無線 A P 2

0 0 に、異なるマルチキャス トア ドレスを割 り当てる。そ して、制御部 1 4



0 は、 あ る時 間 ウ ィン ドウ内の第 1 の時 間ス ロ ッ トにおいて、 第 1 のマル チ

キ ャス トア ドレスが付 与 された第 1 のセ グメ ン トデ ー タ を通信部 1 1 0 か ら

ネ ッ 卜ワー ク 1 4 へ送 出 させ る。 第 1 のマル チ キ ャス 卜ァ ドレスが割 り当て

られた無線 A P 2 0 0 は、 第 1 のセ グメ ン 卜デ ー タ を 自 らが 中継 すべ きデ 一

夕であ る と認識 し （即 ち、 パ ケ ッ トを フ ィル タ リング し）、 第 1 の時 間ス ロ

ッ 卜において、 第 1 のセ グメ ン トデ ー タ を端末装 置 3 0 0 へ配信 す る。 その

後、制御部 1 4 0 は、 同 じ時 間 ウ ィン ドウ内の第 2 の時 間ス ロ ッ 卜において

、 第 2 のマル チ キ ャス 卜ァ ドレスが付 与 され第 1 のセ グメ ン 卜デ ー タ と同 じ

セ グメ ン トを含 む第 2 のセ グメ ン トデ ー タ を通信部 1 1 0 か らネ ッ トワー ク

1 4 へ送 出 させ る。 第 2 のマル チ キ ャス トア ドレスが割 り当て られた無線 A

P 2 0 0 は、 第 2 のセ グメ ン 卜デ ー タ を 自 らが 中継 すべ きデ ー タであ る と認

識 し （即 ち、 パ ケ ッ トを フ ィル タ リング し）、 第 2 の時 間ス ロ ッ トにおいて

、 第 2 のセ グメ ン トデ ー タ を端末装 置 3 0 0 へ配信 す る。制御部 1 4 0 は、

第 1 の時 間ス ロ ッ 卜において、 第 2 のマル チ キ ャス 卜ァ ドレスが割 り当て ら

れた無線 A P 2 0 0 か らデ ー タ を配信 させ な い。 同様 に、制御部 1 4 0 は、

第 2 の時 間ス ロ ッ 卜において、 第 1 のマル チ キ ャス 卜ァ ドレスが割 り当て ら

れた無線 A P 2 0 0 か らデ ー タ を配信 させ な い。 こう した仕組 み によれ ば、

セ グメ ン トデ ー タ に付 与 され るマル チ キ ャス トア ドレス （宛 て先 I P ァ ドレ

ス） ごとに転 送 タイ ミングを制御 す るだ けで、 セ グメ ン トデ ー タの無線パ ケ

ッ 卜がセル 間で干渉 す る ことを回避 す る ことがで きる。

[0042] な お、制御部 1 4 0 は、 いずれの無線 A P 2 0 0 へ もデ ー タが転 送 されな

いガー ド区間 （Guard Interva l ) を、 隣接 す る時 間ス ロ ッ トの間 に配置 して

もよい。 それ によ り、 あ る時 間ス ロ ッ トにお けるセ グメ ン トデ ー タの配信 が

バ ッフ ァ リング及び伝 送遅延 な どの原 因 によ ってわ ずか に遅 れた と して も、

当該 セ グメ ン 卜デ ー タの無線バ ケ ツ 卜と後 続 す るセ グメ ン 卜デ ー タの無線パ

ケ ッ 卜とが干渉 す る ことを回避 す る ことがで きる。

[0043] ( 5 ) ス ロ ッ 卜構成 D B

デ ー タ配信 システ ム 1 0 に含 まれ る無線 A P 2 0 0 (又 は対応 す るセル ）



は、カラ一 （Co lor) という属性によって便宜的に色分け （即ち、グルーピン

グ）され得る。互いに重複するセルを有する無線A P 2 0 0 には、異なる力

ラーが割り当てられる。カラ一は、利用される周波数チャネルと時間スロッ

卜との組合せに対応する。図 1の例では、無線A P 2 0 0 a 、無線A P 2 0

0 b 及び無線A P 2 0 0 c には、異なるカラ一が割り当てられる。無線A P

2 0 0 b 無線A P 2 0 0 c 及び無線A P 2 0 0 d にも、異なるカラ一が割

り当てられる。無線A P 2 0 0 a 及び無線A P 2 0 0 d には、同じカラ一が

割り当てられてよい。スロット構成 D B 1 5 0 は、時間スロット、マルチキ

ャス トア ドレス及び周波数チャネルの間のマツビングをカラ一ごとに定義す

るスロッ卜構成データを記憶する。

[0044] 図 3 A は、スロット構成データの第 1の例を示す説明図である。図3 A を

参照すると、スロッ卜構成データ 1 4 2 a は、 「カラ一」、 「時間スロッ卜

」、 「マルチキャス トア ドレス」及び 「周波数チャネル」という4 つのデ一

タ項目を有する。第 1の例において、カラ一 " C 1 " は、時間スロット " T

" 及び周波数チャネル " F 1 " の組合せに対応する。カラ一 " C 2 " は、

時間スロッ卜 " T 1 " 及び周波数チャネル " F 2 " の組合せに対応する。力

ラ一 " C 1 " 及びカラ一 " C 2 " には、マルチキャス 卜ア ドレス " 2 3 9 .

1 9 2 . 5 0 . 1 " が割り当てられている。カラ一 " C 3 " は、時間スロッ

卜 " T 2 " 及び周波数チャネル " F 1 " の組合せに対応する。カラ一 " C 4

" は、時間スロッ卜 " T 2 " 及び周波数チャネル " F 2 " の組合せに対応す

る。カラ一 " C 3 " 及びカラ一 " C 4 " には、マルチキャス トア ドレス " 2

3 9 . 1 9 2 . 5 0 . 2 " が割り当てられている。例えば、カラ一C 1、C

2 、〇3 及び〇4 は、それぞれ無線A P 2 0 0 a 、 2 0 0 b 2 0 0 c 及び

2 0 0 d のカラ一であってよい。

[0045] 図4 A は、図3 A に示 したスロット構成データ 1 4 2 a に対応するスロッ

卜構成について説明するための説明図である。図4 A を参照すると、時間ゥ

インドウW 1、及び時間ウィンドウW 1 に後続する時間ウィンドウW 2 が示

されている。各時間ウィンドウは、時間スロッ卜T 1及び時間スロッ卜T 2



を含む。隣接する時間スロットの間には、ガー ド区間が配置される。一例と

して、時間スロット長を4 0 0 [ m s ] 、ガー ド区間長を 1 0 0 [ m s ] と

すると、 1 つの時間ウイン ドウの長さは （4 0 0 + 1 0 0 ) X 2 = 1 0 0 0

[ m s ] (即ち、 1秒）に等 しい。

[0046] 制御部 1 4 0 は、時間ウイン ドウW 1 の時間スロッ卜T 1 において、マル

チキャス トア ドレス " 2 3 9 . 1 9 2 . 5 0 . 1 " の付与されたセグメン ト

データを、通信部 1 1 0 から送出させる。当該セグメン トデータは、カラ一

C 1 に対応する無線A P 2 0 0 a 、及びカラ一C 2 に対応する無線A P 2 0

O b により受信される。無線A P 2 0 0 a は、時間スロットT 1 において、

受信 したセグメン 卜データを周波数チャネル F 1上でセルC a 内の端末装置

3 0 0 へ配信する。無線A P 2 0 0 b は、時間スロッ卜T 1 において、受信

したセグメン 卜データを周波数チャネル F 2 上でセルC b 内の端末装置 3 0

0 へ配信する。

[0047] 次に、制御部 1 4 0 は、時間ウイン ドウW 1 の時間スロッ卜T 2 において

、マルチキャス トア ドレス " 2 3 9 . 1 9 2 . 5 0 . 2 " の付与されたセグ

メン 卜データを、通信部 1 1 0 から送出させる。ここで送出されるセグメン

卜データは、時間スロッ卜T 1 におけるセグメン 卜データと同じセグメン 卜

を含む。当該セグメン トデータは、カラ一C 3 に対応する無線A P 2 0 0 c

、及びカラ一C 4 に対応する無線A P 2 0 0 d により受信される。無線A P

2 0 0 c は、時間スロットT 2 において、受信 したセグメン トデータを周波

数チャネル F 1上でセルC c 内の端末装置 3 0 0 へ配信する。無線A P 2 0

O d は、時間スロットT 2 において、受信 したセグメン トデータを周波数チ

ャネル F 2 上でセルC d 内の端末装置 3 0 0 へ配信する。

[0048] 後続する時間ウィン ドウW 2 においても、ス トリ一ミングデータの次のセ

グメン 卜について、異なるマルチキャス 卜ァ ドレスの付与されたセグメン 卜

データが時間スロッ卜T 1及び T 2 でそれぞれ送出される。端末装置 3 0 0

は、連続 して受信されるセグメン 卜データの間でタイムスタンプを比較する

ことにより、セグメン トの配信周期 （ここでは、時間ウィン ドウの長さに等



しい）を識別することができる。スロッ 卜構成データ 1 4 2 a により定義 さ

れるスロッ 卜構成 によれば、最大で 4 つのセルが互いに重複する場合 にも、

その重複領域 において同 じ周波数チャネル上で同時にデータが配信されるこ

とを回避することができる。

[0049] 図 3 B は、スロッ ト構成データの第 2 の例 を示す説明図である。第 2 の例

において、カラ一 " C 1 " は、時間スロッ 卜 " T 1 " 及び周波数チャネル "

F 1 " の組合せに対応する。カラ一 " C 1 には、マルチキャス 卜ア ドレス "

2 3 9 . 1 9 2 . 5 0 . 1 " が割 り当て られている。カラ一 " C 2 " は、時

間スロッ 卜 " T 2 " 及び周波数チャネル " F 1 " の組合せに対応する。カラ

— " C 2 には、マルチキャス トア ドレス " 2 3 9 . 1 9 2 . 5 0 . 2 " が害U

り当て られている。カラ一 " C 3 " は、時間スロッ 卜 " T 3 " 及び周波数チ

ャネル " F 1 " の組合せに対応する。カラ一 " C 3 には、マルチキヤス トア

ドレス " 2 3 9 . 1 9 2 . 5 0 . 3 " が割 り当て られている。例えば、カラ

—C 1 は無線 A P 2 0 0 a 及び無線 A P 2 0 0 d のカラ一であ り、カラ一C

2 は無線 A P 2 0 0 b のカラ一であ り、カラ一C 3 は無線 A P 2 0 0 c の力

ラ一であってよい。

[0050] 図 4 B は、図 3 B に示 したスロッ ト構成データ 1 4 2 b に対応するスロッ

卜構成 について説明するための説明図である。図 4 B を参照すると、時間ゥ

イン ドウW 1 、及び時間ウィン ドウW 1 に後続する時間ウィン ドウW 2 が示

されている。各時間ウィン ドウは、時間スロッ 卜T 1 、時間スロッ トT 2 及

び時間スロッ 卜T 3 を含む。隣接する時間スロッ 卜の間には、ガ一 ド区間が

配置される。

[0051 ] 制御部 1 4 0 は、時間ウイン ドウW 1 の時間スロッ 卜T 1 において、マル

チキャス トア ドレス " 2 3 9 . 1 9 2 . 5 0 . 1 " の付与されたセグメン ト

データを、通信部 1 1 0 か ら送出させる。当該セグメン トデータは、カラ一

C 1 に対応する無線 A P 2 0 0 a 及び無線 A P 2 0 0 d により受信される。

無線 A P 2 0 0 a 及び無線 A P 2 0 0 d は、時間スロッ 卜T 1 において、受

信 したセグメン 卜データを周波数チャネル F 1 上でセル C a 及びセル C d 内



の端末装置 3 0 0 へそれぞれ配信する。

[0052] 次に、制御部 1 4 0 は、時間ウイン ドウW 1 の時間ス ロッ 卜T 2 において

、マルチキャス トア ドレス " 2 3 9 . 1 9 2 . 5 0 . 2 " の付与されたセグ

メン 卜データを、通信部 1 1 0 から送出させる。ここで送出されるセグメン

卜データは、時間スロッ卜T 1 におけるセグメン 卜データと同じセグメン 卜

を含む。当該セグメン トデータは、カラ一C 2 に対応する無線A P 2 0 0 b

により受信される。無線A P 2 0 0 b は、時間スロットT 2 において、受信

したセグメン 卜データを周波数チャネル F 1上でセルC b 内の端末装置 3 0

0 へ配信する。

[0053] 次に、制御部 1 4 0 は、時間ウイン ドウW 1 の時間スロッ卜T 3 において

、マルチキャス トア ドレス " 2 3 9 . 1 9 2 . 5 0 . 3 " の付与されたセグ

メン 卜データを、通信部 1 1 0 から送出させる。ここで送出されるセグメン

卜データは、時間スロッ卜T 1及び T 2 におけるセグメン 卜データと同じセ

グメン 卜を含む。当該セグメン トデータは、カラ一C 3 に対応する無線A P

2 0 0 c により受信される。無線A P 2 0 0 c は、時間スロッ卜T 3 におい

て、受信 したセグメン トデータを周波数チャネル F 1上でセルC c 内の端末

装置 3 0 0 へ配信する。

[0054] 後続する時間ウィン ドウW 2 においても、ス トリ一ミングデータの次のセ

グメン 卜について、異なるマルチキャス 卜ァ ドレスの付与されたセグメン 卜

データが時間スロットT 1、 T 2 及び T 3 でそれぞれ送出される。スロット

構成データ 1 4 2 b により定義されるスロッ卜構成によれば、最大で 3 つの

セルが互いに重複する場合にも、その重複領域において同じ周波数チャネル

上で同時にデ一タが配信されることを回避することができる。

[0055] 概 して言うと、制御部 1 4 0 は、 1 つの時間ウィン ドウ内に、異なるァク

セスポイン トから各セグメン トを配信させるためのM個 （M 2 ) の時間ス

ロットを配置する。各時間ウィン ドウ内の時間スロットの数Mは、互いに重

複するセルを有 し且つ同じ周波数チャネルを利用するアクセスボイン 卜の最

大の数に依存 して決定され得る。サービスエリア内で最も多 くのセルが重複



する地点における重複するセルの数をC ( C ≥ 2 ) 、利用可能な周波数チヤ

ネルの数をF ( F ≥ 1 ) とすると、Mは、C F を下回らない最小の整数で

あってよい。

[0056] 例えば、列車又は小さい駅のような細長い空間を複数のセルによってカバ

— しょうとする場合、セルは直線状に配置されれば十分であり、重複するセ

ルの数の最大値C は 2 に等 しい。この場合、利用可能な周波数チャネルの数

F が 1 であれば、C F = 2 であるため、時間ウィン ドウ内の時間スロット

の数MはM = 2 で十分である。一方、スタジアム若 しくは公園のような平面

的な広がりを持つ空間、又はショッビングセンタ一のような立体的な広がり

を持つ空間をカバ一 しょうとする場合、理想的にセルが配置されたとしても

、重複するセルの数の最大値C は3 以上となる。制御部 1 4 0 は、サービス

エリァ内のセルの配置及び利用可能な周波数チャネルの数に適合するように

予め定義されるスロッ卜構成データをスロッ卜構成 D B 1 5 0 から読み出し

、読み出したスロッ卜構成データに従ってス トリ一ミングデータの配信を制

御する。

[0057] なお、データ配信サーバ 1 0 0 及び無線A P 2 0 0 は、必ず しも I P ア ド

レスフィルタリング機能を活用 しなくてもよい。例えばデータ転送部 1 2 4

は、セグメン 卜データのヘッダに当該データを中継すべき無線A P 2 0 0 を

識別する標識を揷入 した上で、セグメン 卜データをネッ卜ワーク 1 4 ヘプ口

— ドキャス 卜してもよい。この場合、無線A P 2 0 0 は、受信されるセグメ

ン 卜データのヘッダ内の標識に基づいてセグメン 卜データを中継すべきであ

ると判定される場合に、当該セグメン 卜データを端末装置 3 0 0 へ中継する

[0058] [ 2 - 2 . 複数のス トリ一ミングデータの配信]

制御部 1 4 0 は、各時間スロッ卜を複数のサプスロットに分割 し、第 1 の

ス 卜リ一ミングデータのセグメン 卜と第 2 のス トリ一ミングデータのセグメ

ン 卜とを、同じ時間スロッ卜内の異なるサブスロッ卜でそれぞれ各アクセス

ポイン トから配信させてもよい。例えば、第 1 のス トリ一ミングデ一タ及び



第 2 のス 卜リ一ミングデータは、異なるコンテンツサービスのデータであつ

てもよく、又は 1 つの統合的なコンテンツサービスの複数のス トリーム （例

えば、テレビジョン放送サービスの複数の放送チャンネル）のデータであつ

てもよい。

[0059] 図 5 は、複数のス トリ一ミングデータの配信について説明するための説明

図である。図 5 を参照すると、時間的に連続する時間ウィン ドウW 1、W 2

及びW 3 が示されている。各時間ウィン ドウは、 2 つの時間スロットT 1及

び時間スロッ卜T 2 を含む。各時間スロッ卜T 1、 T 2 は、 4 つのサプス口

ッ卜B 1、 B 2 、 B 3 及び B 4 を含む。なお、図 5 の例では、図 3 A に示 し

たスロット構成データ 1 4 2 a に従って4 つのカラ一C 1、C 2 、 C 3 及び

C 4 が定義されているものとする。一例として、サブスロット長を 1 0 0 [

m s ] 、ガ一 ド区間長を 1 0 0 [ m s ] とすると、時間スロッ卜長は 1 0 0

X 4 = 4 0 0 [ m s ] に等 しく、 1 つの時間ウィン ドウの長さは （4 0 0 +

1 0 0 ) X 2 = 1 0 0 0 [ m s ] (即ち、 1秒）に等 しい。

[0060] 制御部 1 4 0 は、例えば、時間ウイン ドウW 1 の時間スロッ卜T 1 のサブ

スロットB 1 において、ス トリ一ミングデータS D ，の 1番目のセグメン 卜デ

—タS G を通信部 1 1 0 から送出させる。また、制御部 1 4 0 は、同じ時

間スロッ卜T 1 のサブスロッ卜B 2 において、ス 卜リ一ミングデータS D 2の

1番目のセグメン トデータS G 2 1を通信部 1 1 0 から送出させる。また、制

御部 1 4 0 は、同じ時間スロッ卜T 1 のサプスロットB 3 において、ス トリ

—ミングデータS D 3の 1番目のセグメン トデータS G 3 1を通信部 1 1 0 から

送出させる。また、制御部 1 4 0 は、同じ時間スロッ卜T 1 のサブスロッ卜

B 4 において、ス 卜リ一ミングデータS D 4の 1番目のセグメン 卜データS G

4 1を通信部 1 1 0 から送出させる。これらセグメン トデータS G ，い S G 2 1

、 S G 3 1及び S G 4 1には、宛て先 I P ア ドレスとしてマルチキヤス トア ドレ

ス " 2 3 9 . 1 9 2 . 5 0 . 1 " が共通的に付与され、並びに宛て先ポ一 卜

番号として " 5 0 0 1 " 、 " 5 0 0 2 " 、 " 5 0 0 3 " 及び" 5 0 0 4 " が

それぞれ付与される。セグメン トデータS G ，い S G 2 1、 S G 3 1及び S G 4 1



は、 カラ一 C 1 に対応する無線 A P 2 0 0 a 、及びカラ一 C 2 に対応する無

線 A P 2 0 0 b によ り受信 される。無線 A P 2 0 0 a は、 セグメン トデータ

S G ！1 S G 2 1、 3 3 1及び 3 4 1を、サ ブス ロッ トB 1 、 B 2 、 B 3 及び

B 4 において周波数チャネル F 1 上でセル C a 内の端末装置 3 0 0 へ順次配

信する。無線 A P 2 O O b は、セグメン トデータ S G ，い S G 2 1、 S G 3 1及

び S G 4 1を、サ ブス ロッ トB 1 、 B 2 、 B 3 及び B 4 において周波数チヤネ

ル ド2 上でセル C b 内の端末装置 3 0 0 へ順次配信する。

次 に、制御部 1 4 0 は、時間ウイン ドウW 1 の時間ス ロッ 卜T 2 のサ プス

ロッ トB 1 において、ス トリ一 ミングデータ S D ，の 1 番 目のセグメン 卜デ一

タ S G 1 2 を通信部 1 1 0 か ら送出させ る。 また、制御部 1 4 0 は、 同 じ時間

ス ロッ 卜T 2 のサ ブス ロッ 卜B 2 において、ス 卜リ一 ミングデータ S D 2 の 1

番 目のセグメン トデータ S G 2 2 を通信部 1 1 0 か ら送出させ る。 また、制御

咅 1 4 0 は、 同 じ時間ス ロッ 卜T 2 のサ プス ロッ トB 3 において、ス トリ一

ミングデータ S D 3 の 1 番 目のセグメン トデータ S G 3 2 を通信部 1 1 0 か ら送

出させ る。 また、制御部 1 4 0 は、 同 じ時間ス ロッ トT 2 のサ ブス ロッ トB

4 において、ス 卜リ一 ミングデータ S D 4 の 1 番 目のセグメン 卜データ S G 4 2

を通信部 1 1 0 か ら送出させ る。 これ らセグメン トデータ S G 1 2、 S G 2 2、

S G 3 2及び S G 4 2 には、宛て先 I P ア ドレス と してマルチキャス トア ドレス

" 2 3 9 . 1 9 2 . 5 0 . 2 " が共通的に付与 され、並び に宛て先ポ一 卜番

号 と して " 5 0 0 1 " 、 " 5 0 0 2 " 、 " 5 0 0 3 " 及び " 5 0 0 4 " がそ

れぞれ付与 される。セグメン トデータ S G ，2、 S G 2 2、 S G 3 2及び S G 4 2 は

、 カラ一 C 3 に対応する無線 A P 2 0 0 c 、及びカラ一 C 4 に対応する無線

A P 2 0 0 d によ り受信 される。無線 A P 2 0 0 c は、 セグメン トデータ S

G 1 2、 S G 2 2、 3 3 2及び 3 4 2 を、サ ブス ロッ トB 1 、 B 2 、 B 3 及び B

4 において周波数チャネル F 1 上でセル C c 内の端末装置 3 0 0 へ順次配信

する。無線 A P 2 0 0 d は、 セグメン トデータ S G ，2、 S G 2 2、 S G 3 2及び

S G 4 2 を、サ ブス ロッ トB 1 、 B 2 、 B 3 及び B 4 において周波数チャネル

F 2 上でセル C d 内の端末装置 3 0 0 へ順次配信する。



[0062] 後続する時間ウィン ドウW 2 の時間スロッ卜T 1 においても、 4 種類のス

トリ一ミングデータの次のセグメン 卜について、カラ一C 1及びC 2 に割り

当てられたマルチキャス 卜ア ドレスの付与されたセグメン 卜データが、サブ

スロッ卜ごとに順次送出される。時間ウィン ドウW 2 の時間スロッ卜T 2 に

おいても、 4 種類のス トリ一ミングデータの次のセグメン トについて、カラ

—C 3 及びC 4 に割り当てられたマルチキャス 卜ァ ドレスの付与されたセグ

メン 卜データが、サブスロッ卜ごとに順次送出される。

[0063] 端末装置 3 0 0 は、 1 つの時間スロッ卜内で配信される4 種類のス トリ一

ミングデータのセグメン 卜の全てを受信 してもよく、又は選択される一部の

ス トリ一ミングデータのセグメン トのみを受信 してもよい。典型的には、端

末装置 3 0 0 において、ユーザにより選択されるサービスのコンテンツが、

いずれか 1 つのス 卜リ一ミングデータのセグメン 卜から復号され及び再生さ

れ得る。

[0064] こうしたスロット構成によれば、セルが互いに重複する領域において同じ

周波数チャネル上で同時にデ一タが配信されることを回避 しつつ、複数のス

卜リ一ミングデ一タを端末装置 3 0 0 へ提供 して、再生すべき所望のデータ

をュ一ザに選択させることが可能となる。

[0065] なお、異なるス トリ一ミングデータは、ポ一 卜番号ではなく、デ一タパケ

ッ卜のヘッダに揷入される追加的な標識を用いて識別されてもよい。ポ一 卜

番号が使用される場合には、新たな標識をヘッダに追加することなく、少な

い実装コス 卜で複数のス 卜リ一ミングデータの配信をサボ一 卜することがで

きる。

[0066] [ 2 _ 3 . セグメン トの冗長的な配信]

一般的な無線 L A N方式において、セル間のハン ドオーバ （本明細書にお

いて、ハン ドオーバとの用語は、 B S S 間の口一ミングを含むものとする）

は、通常、 1秒程度の時間を要する。 I E E E 8 0 2 . 1 1 r はO B S S 環

境においてハン ドォ一バ時間を5 0 m s 未満に抑える高速ハン ドォ一バ技術

を定義 しているが、既存の端末装置はこうした高速ハン ドオーバ技術をサボ



— 卜していない。そこで、制御部 1 4 0 は、セル間のハン ドオーバの際のス

卜リ一ミングの継続性を確保するために、ある時間ウィン ドウ内の時間スロ

ッ卜において配信されるセグメン 卜と同じセグメン トを、後続する時間ウイ

ン ドウ内の時間スロッ卜において無線A P 2 0 0 から冗長的に配信させても

よい。これら時間スロット間の時間差は、セル間のハン ドオーバの所要時間

の基準値 （例えば、事前の試験を通 じて測定される時間の平均値又は最頻値

など）に基づいて決定されてよい。なお、本明細書において、冗長的に配信

される2 つのス 卜リ一厶のうち先に配信されるス 卜リ一厶をメインス トリ一

厶、後に配信されるス 卜リ一厶をサブス 卜リ一厶という。

[0067] 図 6 は、セグメン トの冗長的な配信について説明するための説明図である

。図 6 を参照すると、時間的に連続する時間ウイン ドウW 1及びW 2 が示さ

れている。各時間ウィン ドウは、 2 つの時間スロットT 1及び時間スロッ卜

T を含む。各時間スロッ卜T 1、 T 2 は、 4 つのサブスロットB 1、 B 2

、 B 3 及び B 4 を含む。なお、図 6 の例では、図 3 A に示 したスロット構成

データ 1 4 2 a に従って4 つのカラ一C 1、C 2 、 C 3 及びC 4 が定義され

ているものとする。

[0068] 制御部 1 4 0 は、例えば、時間ウイン ドウW 1 の時間スロッ卜T 1 のサブ

スロットB 1 において、ス トリ一ミングデータS D ，のメインス トリ一厶の 1

番目のセグメン トデータS G ，，を通信部 1 1 0 から送出させる。セグメン ト

データS G には、宛て先 I P ア ドレスとしてマルチキャス トア ドレス " 2

3 9 . 1 9 2 . 5 0 . 1 " が付与され、宛て先ポ一 卜番号として " 5 0 0 1

" が付与される。セグメン トデータS G ，，は、カラ一C 1 に対応する無線A

P 2 0 0 a 、及びカラ一C 2 に対応する無線A P 2 0 0 b により受信される

。無線A P 2 0 0 a は、メインス トリームのセグメン トデータS G ，，を、サ

ブスロッ卜B 1 において周波数チャネル F 1上でセルC a 内の端末装置 3 0

0 へ配信する。無線A P 2 0 0 b は、メインス トリームのセグメン トデータ

S G ，，を、サブスロッ卜B 1 において周波数チャネル F 2 上でセルC b 内の

端末装置 3 0 0 へ配信する。



[0069] また、制御部 1 4 0 は、例えば、時間ウイン ドウW 1 の時間スロッ 卜T 2

のサブスロッ 卜B 1 において、ス トリ一ミングデータ S D ，のメインス トリ一

厶の 1 番 目のセグメン トデータ S G ，2 を通信部 1 1 0 か ら送出させる。セグ

メン 卜データ S G ，2 には、宛て先 I P ア ドレスと してマルチキヤス トア ドレ

ス " 2 3 9 . 1 9 2 . 5 0 . 2 " が付与され、宛て先ポ一 卜番号 と して " 5

0 0 1 " が付与される。セグメン トデータ S G ，2は、カラ一C 3 に対応する

無線 A P 2 0 0 c 、及びカラ一 C 4 に対応する無線 A P 2 0 0 d により受信

される。無線 A P 2 0 0 c は、 メインス トリームのセグメン トデータ S G ，2

を、サブスロッ 卜B 1 において周波数チャネル F 1 上でセル C c 内の端末装

置 3 0 0 へ配信する。無線 A P 2 0 0 d は、 メインス トリームのセグメン ト

データ S G ，2 を、サブスロッ 卜B 1 において周波数チャネル F 2 上でセル C

内の端末装置 3 0 0 へ配信する。

[0070] 次 に、制御部 1 4 0 は、時間ウイン ドウW 2 の時間スロッ 卜T 1 のサプス

ロッ トB 1 において、ス トリ一ミングデータ S D ，のサプス トリ一厶の 1 番 目

のセグメン トデータ S G ，，を通信部 1 1 0 か ら送出させる。セグメン トデ

—タ S G は、 メインス トリームのセグメン トデータ S G と同 じセグメ

ン 卜を含むデータパケッ トである。セグメン トデータ S G ，，には、宛て先

1 P ア ドレスと してマルチキャス トア ドレス " 2 3 9 . 1 9 2 . 5 0 . 1 "

が付与され、宛て先ポ一 卜番号 と して " 5 1 0 1 " が付与される。セグメン

卜データ S G い は、カラ一C 1 に対応する無線 A P 2 0 0 a 、及びカラ一

C 2 に対応する無線 A P 2 0 0 b により受信される。無線 A P 2 0 0 a は、

サプス 卜リ一厶のセグメン 卜データ S G ，，を、時間ウイン ドウW 2 の時間

スロッ トT 1 のサブスロッ 卜B 1 において周波数チャネル F 1 上でセル C a

内の端末装置 3 0 0 へ配信する。無線 A P 2 0 0 b は、サプス 卜リ一厶のセ

グメン 卜データ S G ，，を、時間ウイン ドウW 2 の時間スロッ 卜T 1 のサブ

スロッ トB 1 において周波数チャネル F 2 上でセル C b 内の端末装置 3 0 0

へ配信する。

[0071 ] また、制御部 1 4 0 は、例えば、時間ウィン ドウW 2 の時間スロッ 卜T 2



のサブスロッ卜B 1 において、ス トリ一ミングデ一タS D ，のサプス トリ一厶

の 1番目のセグメン トデータS G 1 2を通信部 1 1 0 から送出させる。セグ

メン 卜データS G 1 2は、メインス トリ一厶のセグメン 卜データS G 1 2 と同

じセグメン 卜を含むデータバケツ卜である。セグメン 卜データS G 1 2には

、宛て先 I P ア ドレスとしてマルチキャス トア ドレス " 2 3 9 . 1 9 2 . 5

0 . 2 " が付与され、宛て先ポ一 卜番号として " 5 1 0 1 " が付与される。

セグメン トデータS G 1 2は、カラ一C 3 に対応する無線A P 2 0 0 c 、及

びカラ一C 4 に対応する無線A P 2 0 0 d により受信される。無線A P 2 0

O c は、サブス トリームのセグメン トデータS G 1 2を、時間ウィン ドウW

2 の時間スロッ卜T 2 のサブスロッ卜B 1 において周波数チャネル F 1上で

セルC c 内の端末装置 3 0 0 へ配信する。無線A P 2 0 0 d は、サプス 卜リ

—厶のセグメン 卜データS G 1 2を、時間ウィン ドウW 2 の時間スロッ卜T

2 のサブスロッ卜B 1 において周波数チャネル F 2 上でセルC d 内の端末装

置 3 0 0 へ配信する。

[0072] ス 卜リ一ミングデータの次のセグメン 卜のメインス 卜リ一厶及びサプス 卜

リ一厶のセグメン 卜データは、さらに後続する2 つの時間ウィン ドウ内でそ

れぞれ送信される。

[0073] 端末装置 3 0 0 は、通常時にはメインス トリームの一連のセグメン トデ一

タを受信する。そ して、端末装置 3 0 0 は、ハン ドオーバを実行 した後、メ

ィンス 卜リ一厶のセグメン 卜データが受信されなかった場合には、後続する

時間ウィン ドウ内で配信されるサプス 卜リ一厶のセグメン 卜データを受信 し

得る。それにより、ハン ドオーバの際にス 卜リ一ミングの継続性が失われる

リスクを低減することができる。例えば、セグメン 卜の冗長的な配信が行わ

れない図 5 の例において、カラ一C 3 のセルからカラ一C 1 のセルへ端末装

置 3 0 0 がハン ドオーバする場合、同じス トリ一ミングデータの連続する2

つのセグメン 卜の受信に成功するためには、 4 0 0 m s の時間内にハン ドォ

—バ手続を完了させなければならない （例えば、時間ウィン ドウW 1 の時間

スロッ卜T 2 のサブスロッ卜B 1 の終了から時間ウイン ドウW 2 の時間スロ



ッ卜T 1 のサブスロッ卜Β 1 の開始までの時間長が4 O O m s である）。こ

れに対 し、セグメン トの冗長的な配信が行われる図 6 の例では、カラ一C 3

のセルからカラ一C 1 のセルへ端末装置 3 0 0 がハン ドオーバする場合、同

じス 卜リ一ミングデータの連続する2 つのセグメン 卜の受信に成功するため

に、 2 4 0 0 m s の時間内にハン ドオーバ手続を完了させればよい （例えば

、時間ウィン ドウW 1 の時間スロッ卜T 2 のサブスロッ卜B 1 においてメイ

ンス 卜リ一厶のセグメン 卜データを受信 した後に、 3 つ後の時間ウィン ドウ

の時間スロッ卜T 1 のサブスロッ卜B 1 においてサプス 卜リ一厶のセグメン

卜データを受信すればよい）。

[0074] また、端末装置 3 0 0 は、データ配信システム 1 0 への初回の接続の際、

又は再生すべきサービスを新たに選択 した際に、サプス トリ一厶のセグメン

卜データが先に検出された場合には、サプス 卜リ一厶の当該セグメン 卜デ一

夕からコンテンツの復号を開始 してもよい。それにより、コンテンツの再生

開始までの待ち時間を短縮することができる。また、端末装置 3 0 0 は、メ

インス トリ一厶のセグメン 卜データ及びサプス 卜リ一厶のセグメン 卜データ

の双方を受信 し、より良好な受信品質を示す方のセグメン 卜データからコン

テンッを復号 してもよい。それにより、ダイバ一シティ利得を得て高品質な

コンテンツの再生を実現することができる。

[0075] メインス トリ一厶及びサプス 卜リ一厶の間のポ一 卜番号の差は、予めデ一

タ配信サーバ 1 0 0 から無線A P 2 0 0 を介 して端末装置 3 0 0 へ通知され

得る。端末装置 3 0 0 は、受信されるセグメン 卜データのポ一 卜番号を参照

することにより、メインス トリ一厶及びサプス 卜リ一厶のいずれが受信され

たのかを識別することができる。

[0076] なお、ここでは、説明の簡明さのために、 1 つのサブスロット内で 1 つの

データパケットが送信されるように説明 した。 しか しながら、実際には、 1

つのセグメン 卜の断片をそれぞれ含む多数のデータバケツ卜が、 1 つのサブ

スロット内でシェービングされた上で （即ち、均等の時間間隔に配列された

上で）送信されてもよい。また、データ転送部 1 2 4 は、無線A P 2 0 0 へ



送信 され るデータパ ケ ッ トに、 アプ リケーシ ョン レイヤ前方誤 り訂正 （A L

— F E C ：App i cat i on Layer-Forward Er ror Cor rect i on) を過 用 して も

よい。

[0077] [ 2 - 4 . 実装例 ]

本節 では、上述 したデータ配信サーバ 1 0 0 を実装 す るための詳細 な仕様

の一例 を提示 す る。 なお、 ここで説 明す る実装例 は一例 に過 ぎず、本 開示 に

係 る技術 の範 囲 を限定す るものではない。

[0078] 例 えば、 コンテ ンツサーバ 2 0 によ り提供 され るス トリ一 ミングデータは

、 M P E G 2 - T S (Transport St ream) 形 式 で記述 され るマル チ メデ ィア

コンテ ンツであ る。 一例 と して、 マル チ メデ ィアコンテ ンツのス トリ一 ミン

グデータは、 M P E G A V C (Advanced V i deo Cod i ng) H . 2 6 4 方

式 で符号化 された映像 ス トリーム と A A C (Advanced Aud i o Cod i ng) 方 式

で符号化 された音声ス 卜リーム とを含 む。 コンテ ンツサーバ 2 0 がW e ヒサ

—バ と して実装 され る場合、 データ配信サーバ 1 0 0 は、例 えば M P E G

D A S H (Dynam i c Adapt i ve St ea i ng over HTTP) 方式 に従 って H T

T P リクエス 卜をコンテ ンツサーバ 2 0 へ送信 す る ことによ り、 コンテ ンツ

サーバ 2 0 か らス 卜リ一 ミングデータを取得 す る ことがで きる。

[0079] 映像 コ ンテ ン ツ の 画像解像度 が 4 4 0 X 3 6 0 画素 であ る場合、 1 本 のス

トリ一 ミングデータの平均 ビッ トレ一 卜は、約 1 [ M b p s ] で あ る。無線

A P 2 0 0 と端末装置 3 0 0 との間の無線 リンクの名 目上 の転送 レ一 卜が 2

4 [ M b p s ] で あ る場合、例 えば、 マル チキ ャス 卜通信 の実効 ビッ トレ一

卜は約 1 6 [ M b p s ] とな り得 る。 この場合、 1 つの時間 ウ ィン ドウ内の

時間ス ロッ 卜の数 M が 2 に等 しければ、 8 本 のス トリ一 ミングデータを時間

分割 的 に配信 す る ことがで きる。上述 した冗長 的な配信 が行われ る場合 には

、並列的 に配信 し得 るス トリ一 ミングデータの数 は、 8 / 2 = 4 本 であ る。

[0080] デ ー タ配信サーバ 1 0 0 は、 コンテ ンツサーバ 2 0 か ら取得 され るス トリ

— ミングデータを一時的 に受信バ ッフ ァ 1 3 2 に格 納 し、例 えば 1 秒 分 のデ

—タ量 が蓄積 された時点でセ グメン 卜データを送信バ ッフ ァ 1 3 4 へ移 送 す



る。ス トリ一 ミングデータが例 えばインタ一ネ ッ 卜を介 して受信 される場合

には、 ネ ッ 卜ワーク上での遅延は受信バ ッファ 1 3 2 によ り吸収 される。受

信バ ッファ 1 3 2 内のデータは、不要 にな った時点で削除され得 る。セグメ

ン 卜デ一タは、例 えば、 R T P (Rea l-t i e Transport Protoco l ) バ ケ ツ

卜の形式で生成 される。 R T P パ ケ ッ トのヘ ッダには、図 4 A 及び図 4 B に

例示 したようなマルチキャス トア ドレス （宛て先 I P ア ドレス）及びポ一 卜

番号 （宛て先ポ一 卜番号）が揷入される。 さ らに、データ転送部 1 2 4 は、

R T P バ ケ ツ 卜のヘ ッダに、セグメン 卜の配信周期 を端末装置 に認識 させ る

ためのタイムスタンプを付与する。 タイムスタンプの値 は、基準 クロック （

ウォール クロックともいう）か ら取得 され、時間の経過 に沿 って増加 し、最

大値 に達するとゼ ロへ循環する。送信バ ッファ 1 3 4 内の各セグメン トデ一

タは、データ転送部 1 2 4 によ り読み出され、対応する時間ス ロッ トにおい

てネ ッ 卜ワーク 1 4 へ送出される。

[0081 ] [ 2 - 5 . 処理 の流れ]

本節では、データ配信サーバ 1 0 0 によ り実行 されるデータ配信処理の流

れの例 について説明する。なお、 ここでは、説明の簡明さのために、各時間

ス ロッ 卜は複数のサ ブス ロッ 卜へ分割 されず、 1 つの時間ス ロッ 卜において

1 本のス 卜リ一 ミングデータのセグメン 卜が転送 されるもの とする。

[0082] ( 1 ) 第 1 の例

図 7 A は、データ配信サーバ 1 0 0 によ り実行 されるデータ配信処理の流

れの第 1 の例 を示すフローチヤ一 卜である。第 1 の例 においては、セグメン

卜の冗長的な配信は行われない。

[0083] 図 7 A を参照すると、 まず、制御部 1 4 0 は、データ配信システム 1 0 内

の無線 A P 2 0 0 へ、初期設定を指示する （ステ ツプ S 1 0 0 ) 。例 えば、

無線 A P 2 0 0 の各 々は、 自らに割 り当て られたマルチキャス 卜ァ ドレスを

宛て先 I P ア ドレス と して有するバケ ツ 卜が中継 されるように、 I P ァ ドレ

スフィルタ リング機能 を設定する。 また、無線 A P 2 0 0 の各 々は、各セル

において利用すべ き周波数チャネル を、指示 された周波数チャネル に設定す



る。また、無線A P 2 0 0 の各々は、ス トリ一ミングデータを受信する端末

装置 3 0 0 について 卜ラフィック通知メッセージ機能を無効化する。

[0084] 次に、データ取得部 1 2 2 は、データ配信システム 1 0 のサービスエリア

内の 1 つ以上の端末装置へ配信されるべきス トリ一ミングデ一タを、コンテ

ンッサーバ 2 0 から取得する （ステップS 1 1 ) 。そ して、データ取得部

1 2 2 は、取得 したス トリ一ミングデータを受信バ ッファ 1 3 2 へ格納する

(ステップS 1 1 4 ) 。

[0085] 次に、制御部 1 4 0 は、受信バッファ 1 3 2 に所定の量 （例えば、 1秒分

のコンテンツに相当する量）のス 卜リ一ミングデータが蓄積されたかを判定

する （ステップS 1 1 6 ) 。そ して、制御部 1 4 0 は、所定の量のス トリ一

ミングデ一タが蓄積されたと判定される場合には、蓄積されたデータを複製

してM個分のセグメン 卜データを生成 し、生成 したセグメン 卜データを送信

バッファ 1 3 4 へ格納する （ステップS 1 1 8 ) 。なお、Mは、時間ウィン

ドウ内の時間スロッ卜の数を表 し、マルチキャス 卜ァ ドレスの数にも等 しい

。制御部 1 4 0 は、m番目 （m = 1 ， ，M ) のセグメン トデータのヘッダ

に、スロッ卜構成データにより定義されているm番目のマルチキャス 卜ア ド

レスを宛て先 I P ア ドレス として揷入する。

[0086] 次に、制御部 1 4 0 は、 k 番目の時間ウィン ドウのm番目の時間スロット

T ( k ，m) が到来 したかを判定する （ステップS 1 2 0 ) 。なお、 k は日寺

間ウィン ドウの序数であり、 k の初期値は 1 である。時間ス ロッ トT ( k ，

m) が到来 していない場合には、処理はステップS 1 1 2 へ戻る。時間スロ

ッ卜T ( k ，m) が到来 した場合には、データ転送部 1 2 4 は、送信バッフ

ァ 1 3 4 に格納されている、m番目のマルチキャス 卜ァ ドレスを有する k 番

目のセグメン 卜のセグメン 卜データを読み出し、読み出したセグメン 卜デ一

夕にタイムスタンプを付加する （ステップS 1 6 ) 。そ して、データ転送

咅 1 2 4 は、時間スロットT ( k ，m) において、タイムスタンプを付加 し

たセグメン トデータを、通信部 1 1 0 を介 してネットワーク 1 4 へ送出する

(ステップS 1 3 0 ) 。



[0087] 次 に、制御部 1 4 0 は、時間スロッ 卜の序数 mがM に等 しいか （即ち、時

間ウィン ドウ内の最後の時間スロッ 卜についてセグメン 卜データの送出が終

了 したか）を判定する （ステ ップS 1 3 2 ) 。 ここで、 mがM に等 しくない

場合、序数 mの値がカウン トアップされ （ステ ップS 1 3 4 ) 、処理はステ

ップS 1 1 2 へ戻る。

[0088] ステ ップS 1 3 2 において、 mがM に等 しい場合、序数 mが値 1 に初期化

される （ステ ップS 1 3 6 ) 、 さらにス トリ一ミングデータの最後のセグメ

ン 卜についてセグメン 卜データの送出が終 了 したかが判定される （ステ ップ

S 1 3 8 ) 。最後のセグメン トについてセグメン トデータの送出が終 了 して

いない場合、序数 k の値がカウン トアップされ （ステ ップS 1 4 0 ) 、処理

はステ ップS 1 1 2 へ戻る。最後のセグメン トについてセグメン トデータの

送出が終 了 した場合 には、図 7 A のデータ配信処理は終 了する。

[0089] ( 2 ) 第 2 の例

図 7 B は、データ配信サーバ 1 0 0 により実行されるデータ配信処理の流

れの第 2 の例 を示すフローチヤ一 卜である。第 2 の例 においては、セグメン

卜の冗長的な配信が行われる。

[0090] 図 7 B を参照すると、 まず、制御部 1 4 0 は、データ配信システム 1 0 内

の無線 A P 2 0 0 へ、初期設定を指示する （ステ ツプS 1 0 0 ) 。例えば、

無線 A P 2 0 0 の各 々は、 自らに割 り当て られたマルチキャス 卜ァ ドレスを

宛て先 I P ア ドレスと して有するバケツ 卜が中継 されるように、 I P ァ ドレ

スフィルタ リング機能を設定する。 また、無線 A P 2 0 0 の各 々は、各セル

において利用すべ き周波数チャネルを、指示された周波数チャネルに設定す

る。 また、無線 A P 2 0 0 の各 々は、ス トリ一ミングデータを受信する端末

装置 3 0 0 について 卜ラフィック通知メッセージ機能を無効化する。

[0091 ] 次 に、データ取得部 1 2 2 は、データ配信システム 1 0 のサー ビスエ リア

内の 1 つ以上の端末装置へ配信されるべ きス トリ一ミングデ一タを、 コンテ

ンッサーバ 2 0 か ら取得する （ステ ップS 1 1 ) 。そ して、データ取得部

1 2 2 は、取得 したス トリ一ミングデータを受信バ ッフ ァ 1 3 2 へ格納する



(ステップS 1 1 4 ) 。

[0092] 次に、制御部 1 4 0 は、受信バッファ 1 3 2 に所定の量 （例えば、 2 秒分

のコンテンツに相当する量）のス 卜リ一ミングデータが蓄積されたかを判定

する （ステップS 1 1 6 ) 。そ して、制御部 1 4 0 は、所定の量のス トリ一

ミングデ一タが蓄積されたと判定される場合には、蓄積されたデータを複製

してM X 2 個分のセグメン 卜データ （M 個分のメインス トリ一厶のセグメン

卜データ及びM個分のサブス トリームのセグメン トデータ）を生成 し、生成

したセグメン トデータを送信バッファ 1 3 4 へ格納する （ステップS 1 1 9

) 。なお、Mは、時間ウィン ドウ内の時間スロットの数を表 し、マルチキヤ

ス トア ドレスの数にも等 しい。制御部 1 4 0 は、m番目 （m = 1 ， ，M )

のメインス トリ一厶のセグメン 卜データのヘッダに、m番目のマルチキャス

卜ア ドレスを宛て先 I P ア ドレスとして挿入 し、メインス トリームに対応す

るポ一 卜番号を宛て先ポ一 卜番号として揷入する。また、制御部 1 4 0 は、

m番目のサプス 卜リ一厶のセグメン 卜データのヘッダに、m番目のマルチキ

ヤス 卜ア ドレスを宛て先 I P ア ドレス として挿入 し、サブス トリームに対応

するポ一 卜番号を宛て先ポ一 卜番号として揷入する。

[0093] 次に、制御部 1 4 0 は、 k 番目の時間ウィン ドウのm番目の時間スロット

T ( k ，m) が到来 したかを判定する （ステップS 1 2 0 ) 。なお、 k は日寺

間ウィン ドウの序数であり、 k の初期値は 1 である。時間ス ロッ トT ( k ，

m) が到来 していない場合には、処理はステップS 1 1 2 へ戻る。時間スロ

ッ卜T ( k ，m) が到来 した場合には、制御部 1 4 0 は、さらに当該時間ス

ロッ卜がメインス トリ一厶のための時間スロッ卜かサプス トリ一厶のための

時間スロッ卜かを判定する （ステップS 1 2 1 ) 。例えば、 k が奇数であれ

ば時間スロットT ( k ，m) はメインス トリ一厶のための時間スロットであ

り、 k が偶数であれば時間スロッ卜T ( k ，m) はサプス 卜リ一厶のための

時間ス ロッ 卜である。

[0094] 時間スロットT ( k ，m) がメインス トリームのための時間スロットであ

る場合には、データ転送部 1 2 4 は、送信バッファ 1 3 4 に格納されている



、m番目のマルチキャス トア ドレスを有する （k + 1 ) 2 番目のセグメン

卜のメインス 卜リ一厶のセグメン 卜データを読み出す （ステップS 1 3 )

。時間スロットT ( k ，m) がサプス トリ一厶のための時間スロットである

場合には、データ転送部 1 2 4 は、送信バッファ 1 3 4 に格納されている、

m番目のマルチキャス 卜ァ ドレスを有する k 2 番目のセグメン 卜のサプス

トリ一厶のセグメン トデータを読み出す （ステップS 1 2 5 ) 。

[0095] 次に、データ転送部 1 2 4 は、読み出したセグメン トデータにタイ厶スタ

ンプを付加する （ステップS 1 2 7 ) 。そ して、データ転送部 1 2 4 は、時

間スロットT ( k ，m) において、タイムスタンプを付加 したセグメン トデ

—タを、通信部 1 1 0 を介 してネットワーク 1 4 へ送出する （ステップS 1

3 0 )

[0096] 次に、制御部 1 4 0 は、時間スロッ卜の序数mがMに等 しいか （即ち、時

間ウィン ドウ内の最後の時間スロッ卜についてセグメン 卜データの送出が終

了したか）を判定する （ステップS 1 3 2 ) 。ここで、mがMに等 しくない

場合、序数mの値がカウン トアップされ （ステップS 1 3 4 ) 、処理はステ

ップS 1 1 2 へ戻る。

[0097] ステップS 1 3 2 において、mがMに等 しい場合、序数mが値 1 に初期化

される （ステップS 1 3 6 ) 、さらにス トリ一ミングデータの最後のセグメ

ン 卜についてセグメン 卜データの送出が終了したかが判定される （ステップ

S 1 3 8 ) 。最後のセグメン トについてセグメン トデータの送出が終了して

いない場合、序数 k の値がカウン トアップされ （ステップS 1 4 0 ) 、処理

はステップS 1 1 2 へ戻る。最後のセグメン トについてセグメン トデータの

送出が終了した場合には、図 7 B のデータ配信処理は終了する。

[0098] < 3 . 無線アクセスポイン トの構成例>

[ 3 - 1 . 装置の構成]

図 8 は、一実施形態に係る無線A P 2 0 0 の構成の一例を示すプロック図

である。図 8 を参照すると、無線A P 2 0 0 は、ネットワーク （NW) 通信

部 2 1 0 、フィルタリング部 2 2 0 、中継バッファ2 3 0 、無線通信部 2 4



0 及び制御部 2 5 0 を備える。

[0099] ( 1 ) NW通信部

NW通信部 2 1 0 は、無線A P 2 0 0 がネッ卜ワーク 1 4 を介 して他の装

置と通信するための通信インタフェースである。 NW通信部 2 1 0 は、有線

通信ィンタフエースであってもよく、又は無線通信ィンタフエースであって

もよい。 NW通信部 2 1 0 は、例えば、データ配信サーバ 1 0 0 から、ス ト

リ一ミングデータに含まれるセグメン 卜の各々を搬送するデータバケツ卜で

あるセグメン トデータを受信する。 NW通信部 2 1 0 は、データ配信サーバ

1 0 0 から受信されるセグメン トデータを、フィルタリング部 2 2 0 へ出力

する。

[01 00] また、 NW通信部 2 1 0 は、データ配信サーバ 1 0 0 から送信される制御

メッセージを受信する。例えば、データ配信サーバ 1 0 0 の制御メッセージ

は、無線A P 2 0 0 に割り当てられたマルチキャス 卜ア ドレス及び周波数チ

ャネルを示す割当てメッセージを含み得る。また、データ配信サーバ 1 0 0

の制御メッセージは、 卜ラフィック通知メッセ一ジ機能の無効化を指示する

指示メッセ一ジを含み得る。 NW通信部 2 1 0 は、データ配信サーバ 1 0 0

から受信される制御メッセ一ジを、制御部 2 5 0 へ出力する。

[01 0 1 ] ( 2 ) フィルタリング部

フィルタリング部 2 2 0 は、 I P ア ドレスフィルタリング機能を有するモ

ジュールである。フィルタリング部 2 2 0 は、 NW通信部 2 1 0 により受信

されるセグメン トデータを、ヘッダ内の宛て先 I P ア ドレスに基づいてフィ

ルタリングする。後続する処理へ受け渡すべきセグメン トデータの I P ア ド

レスは、後述する制御部 2 5 0 により設定される。例えば、フィルタリング

部 2 2 0 は、セグメン トデータの宛て先 I P ア ドレスが無線A P 2 0 0 に割

り当てられるマルチキャス 卜ァ ドレスに等 しい場合に、当該セグメン 卜デ一

タを中継バッファ2 3 0 へ格納する。一方、フィルタリング部 2 2 0 は、セ

グメン 卜データの宛て先 I P ア ドレスが無線A P 2 0 0 に割り当てられるマ

ルチキャス トア ドレスに等 しくない場合に、当該セグメン 卜データを破棄 し



得 る。

[01 02] ( 3 ) 中継バ ッファ

中継バ ッファ 2 3 0 は、 フィルタ リング部 2 2 0 か ら入力されるセグメン

卜データをバ ファリングする。 中継バ ッファ 2 3 0 によ りバ ッファリングさ

れるセグメン 卜データは、 当該セグメン 卜データが無線通信部 2 4 0 か ら送

信 された後、削除され得 る。

[01 03] ( 4 ) 無線通信部

無線通信部 2 4 0 は、無線 A P 2 0 0 がセル内の 1 つ以上の端末装置 との

間で無線通信 を実行するための無線通信ィンタフエ一スである。本実施形態

において、無線通信部 2 4 0 は、 I E E E 8 0 2 . 1 1 a 、 1 1 b 、 1 1 g

又 は 1 1 n な どの無線 L A N 方式で動作する。なお、かかる例 に限定されず

、無線通信部 2 4 0 は、その他 の種類の無線通信方式で動作 してもよい。

[01 04] 無線通信部 2 4 0 は、ス トリ一 ミングデータに含 まれるセグメン トの各 々を

搬送するセグメン 卜データが中継バ ッファ 2 3 0 に格納 されると、 当該セグ

メン 卜データを中継バ ッファ 2 3 0 か ら読み出 し、読み出 したセグメン 卜デ

—タを無線 A P 2 0 0 のセル内の端末装置 3 0 0 へ配信する。

[01 05] ( 5 ) 制御部

制御部 2 5 0 は、無線 A P 2 0 0 によ り実行 される無線通信 を制御する。

また、制御部 2 5 0 は、データ配信サーバ 1 0 0 か ら受信 される初期設定の

指示 に従 って、無線 A P 2 0 0 の動作 を設定する。例 えば、制御部 2 5 0 は

、データ配信サーバ 1 0 0 によ り割 り当て られたマルチキャス トア ドレスを

宛て先 I P ア ドレス と して有するバケ ツ 卜が中継 されるように、 フィルタ リ

ング部 2 2 0 を通過 し又はフィルタ リング部 2 2 0 によ り遮断される I P ァ

ドレスを設定する。 また、制御部 2 5 0 は、無線通信部 2 4 0 が利用すべ き

周波数チャネル を、データ配信サーバ 1 0 0 か ら指示 される周波数チャネル

に設定する。 また、制御部 2 5 0 は、 ス 卜リ一 ミ ン グデータを受信する端末

装置 3 0 0 について 卜ラフィック通知 メッセージ機能 を無効化する。

[01 06] また、制御部 2 5 0 は、 N W通信部 2 1 0 によ り受信 され中継バ ッファ 2



3 0 によ りバ ッファリングされるセグメン トデータを、無線通信部 2 4 0 か

らセル内の端末装置 3 0 0 へ配信 させ る。上述 したように、無線 A P 2 0 0

が中継すべ きセグメン 卜データは、各時間ウイン ドウ内の所定の時間ス ロッ

卜で受信 される。 当該時間ス ロッ トは、隣接セル において同 じ周波数チヤネ

ル を利用する他 の無線 A P 2 0 0 によ リセグメン 卜データが配信 される時間

ス ロッ トとは、異なるス ロッ トである。制御部 2 5 0 は、セグメン トデータ

が受信 されると、無線 リンクの条件が許す限 り、 当該セグメン トデータを直

ちに無線通信部 2 4 0 か ら端末装置 3 0 0 へ配信 させ る。それによ り、デ一

タ配信サーバ 1 0 0 か らセグメン トデータが受信 された時間ス ロッ 卜と同 じ

ス ロッ 卜内で （又は若干の遅延がある場合 には遅 くとも直後のガー ド区間内

で）、 当該セグメン トデータが無線 リンク上で端末装置 3 0 0 へ配信 される

[01 07] また、制御部 2 5 0 は、無線通信部 2 4 0 か ら送信 されるセグメン 卜デ一

夕の各 々に、データ配信システム 1 0 において共通的に定義 される識別子 （

例 えば、 "Wi F i - V i s i on" な ど）を付与する。無線 L A N の 〇 B S S 環境 にお

いては、 当該識別子は、 S S I D であ ってよい。 当該識別子は、データ配信

システム 1 0 においてス 卜リ一 ミングされるセグメン 卜データを検 出するた

めに、端末装置 3 0 0 によ り使用され得 る。

[01 08] [ 3 - 2 . 処理 の流れ]

図 9 は、データ中継処理の流れの一例 を示すフローチヤ一 卜である。図 9

を参照すると、 まず、制御部 2 5 0 は、データ配信サーバ 1 0 0 か ら受信 さ

れる初期設定の指示 に従 って、初期設定を実行する （ステ ップ S 2 0 0 ) 。

ここで実行 される初期設定は、 フィルタ リング部 2 2 0 における I P ァ ドレ

スフィルタ リングの設定、無線通信部 2 4 0 が利用すべ き周波数チャネルの

設定、及び個 々の端末装置 3 0 0 についての トラフィック通知 メッセージ機

能の設定を含み得 る。

[01 09] 次 に、ス トリ一 ミングデータの各セグメン トを搬送するセグメン トデータ

が N W通信部 2 1 0 によ り受信 されると （ステ ップ S 2 1 ) 、 フィルタ リ



ング部 2 2 0 は、受信 されたセグメン トデータのヘ ッダ内の宛て先 I P ア ド

レスに基づいて、 I P ア ドレスフィルタ リングを実行する （ステ ップ S 2 1

4 ) 。例 えば、宛て先 I P ア ドレスが 自装置 に割 り当て られたマルチキャス

卜ア ドレスに一致 しない場合 には、 フィルタ リング部 2 2 0 は、受信 された

セグメン トデータを破棄する （ステ ップ S 2 1 6 ) 。 一方、宛て先 I P ア ド

レスが 自装置 に割 り当て られたマルチキャス 卜ア ドレスに一致する場合 には

、 フィルタ リング部 2 2 0 は、受信 されたセグメン トデータを中継バ ッファ

2 3 0 へ格納する （ステ ップ S 2 1 8 ) 。

[01 10] 次 に、無線通信部 2 4 0 は、制御部 2 5 0 による制御 に従 い、 中継バ ッフ

ァ 2 3 0 に格納 されたセグメン 卜データを読み出 し、読み出 したセグメン 卜

データを無線 A P 2 0 0 のセル内の端末装置 3 0 0 へ配信する （ステ ップ S

2 2 0 ) 。 その後、処理 はステ ップ S 2 1 2 へ戻 り、無線 A P 2 0 0 は次の

セグメン 卜データの受信 を待ち受ける。

[01 11] なお、 1 つの時間ス ロッ ト内で複数のス トリ一 ミングデータについてのセ

グメン 卜データが受信 された場合 には、無線 A P 2 0 0 は、 それ らセグメン

卜データを順次中継 し得 る。 また、無線 A P 2 0 0 は、 中継 されるセグメン

卜データがメインス 卜リームのデータであるかサ プス 卜リームのデータであ

るかを意識することな く、それ らセグメン 卜データを中継 してよい。

[01 12] < 4 . 端末装置の構成例 >

[ 4 - 1 . 装置の構成 ]

図 1 0 は、一実施形態 に係 る端末装置 3 0 0 の構成の一例 を示すプロック

図である。図 1 0 を参照すると、端末装置 3 0 0 は、無線通信部 3 1 0 、復

号部 3 2 0 、 コンテ ンツ再生部 3 3 0 、 ュ 一 ザインタフエ一ス部 3 4 0 及び

制御部 3 5 0 を備 える。

[01 13] ( 1 ) 無線通信部

無線通信部 3 1 0 は、端末装置 3 0 0 が近傍の無線 A P 2 0 0 との間で無

線通信 を実行するための無線通信インタフヱ一 スである。本実施形態 におい

て、無線通信部 3 1 0 は、 I E E E 8 0 2 . 1 1 a 、 1 1 b 、 1 1 g 又 は 1



1 n などの無線 L A N方式で動作する。なお、かかる例に限定されず、無線

通信部 3 1 0 は、その他の種類の無線通信方式で動作 してもよい。

[01 14] ユーザがデータ配信システム 1 0 において配信されるス トリ一ミングデ一

タを受信 し及び再生することを望む場合、無線通信部 3 1 0 は、後述する制

御部 3 5 0 による制御に従って、所定の識別子が （例えばS S I D として）

付与されたデータバケツ 卜であるセグメン トデータの受信を試みる。複数の

識別子の候補が検出される場合には、ユーザにより、受信すべきセグメン ト

データの識別子が指定されてもよい。無線通信部 3 1 0 は、セグメン トデ一

タを受信すると、受信 した当該セグメン 卜データを復号部 3 2 0 へ出力する

[01 15] 上述 したように、あるセルにおいて、ス トリ一ミングデータに含まれるセ

グメン 卜の各々を搬送するセグメン 卜データは、当該セルを運用する無線 A

P 2 0 0 から、各時間ウィン ドウ内のある時間スロッ 卜又は当該時間スロッ

卜の直後のガ一 ド区間内で受信される。隣接セルにおいて同 じ周波数チヤネ

ルを利用する他の無線 A P 2 0 0 からは、上記時間スロッ 卜においてセグメ

ン 卜データは配信されない。従って、無線通信部 3 1 0 は、セル間の干渉を

経験することなく、高い品質でセグメン 卜データを安定的に受信することが

できる。同 じ時間ウィン ドウ内の他の時間スロッ トにおいては、セグメン ト

データは受信されない。

[01 16] ( 2 ) 復号部

復号部 3 2 0 は、受信バッファ3 2 2 、 F E C (Forward Er ror Cor rect

i on) 部 3 2 4 及びコ一デック部 3 2 6 を有する。受信バッファ3 2 2 は、無

線通信部 3 1 0 から入力されるセグメン トデータをバッファリングする。 F

E C 部 3 2 4 は、送信側でセグメン 卜データにA L _ F E C が適用される場

合に、受信バッファ3 2 2 によりバッファリングされるセグメン 卜データに

エラ一が生 じているかを検証する。そ して、 F E C 部 3 2 4 は、エラ一が検

出されると、検出された当該エラ一を訂正する。コ一デック部 3 2 6 は、 F

E C 部 3 2 4 から受け渡されるセグメン 卜データ内のセグメン 卜から、ス ト



リ一 ミングされるコンテ ンッを順次復号する。

[01 17] ( 3 ) コンテ ンツ再生部

コ ンテ ンツ再生部 3 3 0 は、復号部 3 2 0 によ り復号 される映像 コ ンテ ン

ッをデ ィスプ レイ （図示せず）を用いて再生する。 また、 コンテ ンツ再生部

3 3 0 は、復号部 3 2 0 によ り復号 される音声 コンテ ンツをス ピーカ （図示

せず）を用いて再生する。 N個のコンテ ンツサー ビスの うちいずれのサ一 ビ

ス の コ ンテ ンツ を再生すべ きかが、ユーザによ り指定されてもよい。

[01 18] ( 4 ) ユーザインタフェース部

ュ一ザインタフエ一ス部 3 4 0 は、端末装置 3 0 0 を操作 し又は端末装置

3 0 0 へ情報 を入力するためのユーザインタフェースをユーザに提供する。

ユーザインタフェース部 3 4 0 は、例 えば、 タ ツチパネル、ボタン、スイ ツ

チ、 キーパ ッ ド、 キーボー ド又はポインテ ィングデバイスな どの入力デバィ

スを含んでもよい。 また、ユーザインタフェース部 3 4 0 は、マイクロフォ

ンな どの音声入カインタフエースを含んでもよい。

[01 19] ユーザインタフェース部 3 4 0 は、例 えば、受信すべ きセグメン トデータ

の識別子をユーザが指定 し、又は再生すべ きコンテ ンツ （あるいはサー ビス

) をユーザが指定する際に使用され得 る。

[01 20] ( 5 ) 制御部

制御部 3 5 0 は、端末装置 3 0 0 の動作全般 を制御する。例 えば、制御部

3 5 0 は、データ配信システム 1 0 においてス トリ一 ミングされるコンテ ン

ッを再生することをユーザが望む場合 に、所望の識別子の付与 されたデータ

バケ ツ 卜であるセグメン トデータを、無線通信部 3 1 0 に受信 させ る。一例

と して、セグメン トデータの宛て先 I P ア ドレスは、予め定義 される範囲内

のいずれかのマルチキャス トア ドレス （例 えば、 " 2 3 9 . 1 9 2 . 5 0 .

X " 、 な ど）である。制御部 3 5 0 は、 この範囲内のマルチキヤス トア ドレ

スを リツスン し、検 出されたマルチキャス トア ドレスを、接続先の無線 A P

2 0 0 に割 り当て られたマルチキャス 卜ァ ドレスであると認識 し得 る。 同 じ

マルチキャス 卜ァ ドレス宛ての複数の宛て先ポ一 卜番号 を有するセグメン 卜



デ一タが受信 された場合、制御部 3 5 0 は、それ らセグメン トデータが再生

可能な複数のス トリ一 ミングデ一タについてのデータであると認識 し得 る。

この場合、制御部 3 5 0 は、ユーザインタフェース部 3 4 0 を介 して、再生

すべ きコンテ ンツ （あるいはサー ビス）をユーザに選択 させてもよい。

[01 2 1 ] 制御部 3 5 0 は、受信 されたセグメン トデータに含 まれるセグメン トか ら

復号部 3 2 0 にコンテ ンツを復号 させ、復号 されたコンテ ンツをコンテ ンツ

再生部 3 3 0 に再生させ る。 また、制御部 3 5 0 は、無線通信部 3 1 0 がそ

れまでに接続 していたセルか ら隣接セルへ端末装置 3 0 0 が移動 した場合 に

は、ハ ン ドオーバ （あるいは口一 ミング）手続 を実行することによ り、無線

通信部 3 1 0 の接続先のアクセスポイン トを当該隣接セルの無線 A P 2 0 0

へ切 り替 える。

[01 22] 各 セグメン トを搬送するセグメン トデータは、端末装置 3 0 0 の近傍の無

線 A P 2 0 0 か ら、ある配信周期で特定の時間ス ロッ 卜において配信 される

。制御部 3 5 0 は、無線通信部 3 1 0 によ り受信 されるセグメン トの配信周

期 を認識する。例 えば、制御部 3 5 0 は、無線通信部 3 1 0 によ り受信 され

るセグメン 卜データのヘ ッダに付与 されるタイムスタンプに基づいて、セグ

メン 卜の配信周期 を認識 してもよい。一例 と して、セグメン 卜の配信周期 は

、 同 じ宛て先ポ一 卜番号 を有 し連続 して受信 される 2 つのセグメン 卜データ

のタイムスタンプの間の間隔に等 しい。セグメン 卜の冗長的な配信が行われ

ない場合 には、 当該配信周期 は、 1 つの時間ウィン ドウの長 さに相 当する。

そ して、制御部 3 5 0 は、認識 した配信周期 に基づ き、無線 A P 2 0 0 か ら

セグメン トデータが受信 されない他 の時間ス ロッ 卜において、無線通信部 3

1 0 を少な くとも部分的にス リープさせてよい。それによ り、ス トリ一 ミン

グデータの受信のための消費電力を削減することがで きる。制御部 3 5 0 は

、セグメン トデータが受信 されない非 アクテ ィブ期間において、隣接セルの

信号品質の測定又は他 の S S I D の検 出な どの追加的な処理 を実行 してもよ

い。

[01 23] 制御部 3 5 0 は、接続先の無線 A P 2 0 0 か らの 卜ラフィック通知 メッセ



—ジ機能 （例 えば、無線 L A N 方式における D T I M機能）を予め無効化 し

てもよい。それによ り、セグメン トデータが配信 される前 に無線 A P 2 0 0

と端末装置 3 0 0 との間でメッセージ交換が行われないため、低遅延でのセ

グメン 卜データの周期的な配信 を確保することがで きる。

[01 24] メインス トリーム及びサ プス 卜リームのセグメン 卜が冗長的に配信 される

場合 には、セグメン 卜の配信周期 は、 2 つ分の時間ウイン ドウの長 さに相 当

し得 る。制御部 3 5 0 は、例 えば、セグメン トデータの宛て先ポ一 卜番号 を

比較することによ り、受信 されたセグメン 卜データがメインス 卜リ一厶及び

サ プス 卜リームのいずれのデータであるかを識別することがで きる。 メイン

ス トリ一厶及びサ プス 卜リ一厶のポ一 卜番号の間の共通的なルールが予め定

義 されてもよい （例 えば、ポ一 卜番号の差が 1 0 0 である、な ど）。制御部

3 5 0 は、例 えば、通常時にはメインス トリームのセグメン トデータを無線

通信部 3 1 0 に周期的に受信 させ、 メインス トリームのセグメン トデータが

受信 されない時間ス ロッ 卜において無線通信部 3 1 0 をス リープさせてもよ

い。

[01 25] なお、無線 A P 2 0 0 は、端末装置 3 0 0 か らの I G M P J o i n メ ッ

セージをスヌ一 ビングすると共 に D T I M の仕組みを利用することによ り、

端末装置 3 0 0 のアクテ ィブ期間を能動的に制御 してもよい。

[01 26] メインス トリームのセグメン トが配信 される時間ス ロッ トと、サ プス トリ

—厶の同 じセグメン トが配信 される時間ス ロッ 卜との間の時間差 は、 いかな

るタイミングでハ ン ドオーバが実行 された場合 にもス トリ一 ミングデータの

—連のセグメン 卜の各 々を受信する機会が失われないように、セル間のハ ン

ドオーバの所要時間に基づいて決定される。制御部 3 5 0 は、ハ ン ドオーバ

を実行 した後、新たなセル においてメイ ンス トリ一厶のセグメン 卜データが

受信 されなか った場合 には、後続する時間ウイン ドウ内で配信 されるサ プス

トリ一厶のセグメン トデータを無線通信部 3 1 0 に受信 させ る。それによ り

、ハ ン ドオーバ に起因するセグメン トの ロスを防止 し、ス トリ一 ミングされ

るコ ンテ ンツ の シーム レスな再生を実現することがで きる。制御部 3 5 0 は



、セグメン トデータのタイムスタンプの間隔を検証することによ り、セグメ

ン 卜の ロスが生 じたか否かを認識することがで きる。制御部 3 5 0 は、サ ブ

ス トリ一厶のセグメン 卜を無線通信部 3 1 0 に受信 させた後、ス リーブの周

期 に関わ らず、後続するセグメン トを受信するためのス ロッ トを、 メインス

トリ一厶のセグメン トが配信 される時間ス ロッ 卜に切 り替 えてもよい。それ

によ り、セグメン トをロスすることな くハ ン ドオーバ を実行するための時間

の猶予を、次回のハ ン ドオーバ に備 えて予め確保することがで きる。

[01 27] また、制御部 3 5 0 は、データ配信システム 1 0 への初回の接続の際、又

は再生すべ きサー ビスを新たに選択 した際に、 メインス トリ一厶のセグメン

卜データよ りも先 にサ ブス トリームのセグメン 卜データが検 出された場合 に

、 当該サ プス 卜リ一厶のセグメン 卜データか らコンテ ンツの復号 を開始 させ

てもよい。それによ り、 コンテ ンツの再生開始 までの待ち時間を短縮するこ

とがで きる。

[01 28] また、制御部 3 5 0 は、 メインス トリームのセグメン トデータ及びサ プス

トリ一厶のセグメン トデータの双方 を無線通信部 3 1 0 に受信 させ、 よ り良

好な受信品質 を示す方のセグメン 卜データか らコンテ ンッを復号 させてもよ

し、。それによ り、 ダイバ一シテ ィ利得 を得て高品質なコンテ ンツの再生を実

現することがで きる。 また、制御部 3 5 0 は、端末装置 3 0 0 がセルェ ッジ

の付近 に位置する場合 に、 同 じセグメン 卜について複数の無線 A P 2 0 0 か

ら配信 されるセグメン 卜データをそれぞれ受信 し、 よ り良好な受信品質 を示

す方のセグメン トデータか らコンテ ンツを復号 させてもよい。 この場合、制

御部 3 5 0 は、 ガ一 ド区間において無線通信部 3 1 0 に接続先のアクセスポ

ィン 卜を切替 えさせ得 る。

[01 29] [ 4 - 2 . 処理 の流れ]

本節では、端末装置 3 0 0 によ り実行 されるデータ受信処理の流れの例 に

ついて説明する。

[01 30] ( 1 ) 第 1 の例

図 1 1 A は、端末装置 3 0 0 によ り実行 されるデータ受信処理の流れの第



1 の例 を示すフローチヤ一 卜である。第 1 の例 においては、セグメン トの冗

長的な配信は行われない。

[01 3 1 ] 図 1 1 A を参照すると、 まず、無線通信部 3 1 0 は、接続先の無線 A P 2

0 0 か ら、所望の S S I D を含む 1 つ以上のセグメン トデータを受信する （

ステ ップ S 3 0 0 ) 。次 に、制御部 3 5 0 は、無線通信部 3 1 0 によ り受信

されたデータのポ一 卜番号 に基づいて、利用可能な コ ンテ ンツサー ビスを判

定する （ステ ップ S 3 0 2 ) 。 ここで、複数のコンテ ンツサー ビス （又は複

数のス トリ一 ミングデータ）が提供 されている場合 には、再生すべ きコンテ

ンッ がュ一ザによ り選択 され得 る。 また、制御部 3 5 0 は、無線通信部 3 1

0 によ り受信 されたデータのタイムスタンプに基づいて、セグメン 卜の配信

周期 を認識する （ステ ップ S 3 0 4 ) 。

[01 32] 次 に、復号部 3 2 0 は、選択 されるサー ビスについて、無線通信部 3 1 0

によ り受信 されたセグメン トか ら、 コンテ ンツを復号する （ステ ップ S 3 1

6 ) 。次 に、 コ ンテ ンツ再生部 3 3 0 は、復号部 3 2 0 によ り復号 されたコ

ンテ ンッを再生する （ステ ップ S 3 1 8 ) 。

[01 33] 次 に、制御部 3 5 0 は、ス トリ一 ミングデータの再生を終 了すべ きかを判

定する （ステ ップ S 3 2 0 ) 。制御部 3 5 0 は、ス トリ一 ミングデータの再

生を終 了すべ きでない場合 には、次 に受信すべ き時間ス ロッ トまで、無線通

信部 3 1 0 をス リープさせ る （ステ ップ S 3 3 4 ) 。 ここでの次 に受信すベ

き時間ス ロッ 卜とは、次の時間ウィン ドウ内の、最新のセグメン 卜データが

受信 された時間ス ロッ トと同 じ位置のス ロッ トであ ってよい。そ して、制御

部 3 5 0 は、次 に受信すべ き時間ス ロッ 卜が到来すると、無線通信部 3 1 0

のス リープを終 了させ、無線通信部 3 1 0 に当該時間ス ロッ 卜でセグメン ト

データを受信 させ る （ステ ップ S 3 3 6 ) 。

[01 34] その後、処理 はステ ップ S 3 1 4 へ戻 り、新たに受信 されるセグメン トか

らのコンテ ンツの復号及び再生が繰 り返 され得 る。

[01 35] ( 2 ) 第 2 の例

図 1 1 B は、端末装置 3 0 0 によ り実行 されるデータ受信処理の流れの第



2 の例 を示すフローチヤ一 卜である。第 2 の例 においては、セグメン トの冗

長的な配信が行われる。

[01 36] 図 1 1 B を参照すると、 まず、無線通信部 3 1 0 は、接続先の無線 A P 2

0 0 か ら、所望の S S I D を含む 1 つ以上のセグメン トデータを受信する （

ステ ップ S 3 0 0 ) 。次 に、制御部 3 5 0 は、無線通信部 3 1 0 によ り受信

されたデータのポ一 卜番号 に基づいて、利用可能なコンテ ンツサー ビスを判

定する （ステ ップ S 3 0 2 ) 。 ここで、複数のコンテ ンツサー ビス （又は複

数のス トリ一 ミングデータ）が提供 されている場合 には、再生すべ きコンテ

ンッ がュ一ザによ り選択 され得 る。 また、制御部 3 5 0 は、受信 されたデ一

夕のポ一 卜番号 に基づいて、 メインス トリ一厶のセグメン 卜及びサ プス 卜リ

—厶のセグメン 卜が冗長的に配信 されていることをも認識 し得 る。 さ らに、

制御部 3 5 0 は、無線通信部 3 1 0 によ り受信 されたデータのタイムスタン

プに基づいて、セグメン 卜の配信周期 を認識する （ステ ツプ S 3 0 4 ) 。

[01 37] その後、制御部 3 5 0 は、原則 と して、無線通信部 3 1 0 にメインス トリ

—厶のセグメン トデータを受信 させ る。但 し、 メインス トリームのセグメン

卜データが受信 されなか った場合 には （ステ ップ S 3 1 0 ) 、制御部 3 5 0

は、無線通信部 3 1 0 に同 じセグメン トについてのサ ブス トリームのセグメ

ン 卜データを受信 させ る （ステ ップ S 3 1 ) 。 そ して、復号部 3 2 0 は、

選択 されるサー ビスについて、受信 された当該サ プス 卜リ一厶のセグメン 卜

か ら、 コンテ ンツを復号する （ステ ップ S 3 1 4 ) 。 一方、 メイ ンス トリ一

厶のセグメン トデータが成功裏 に受信 された場合 には、復号部 3 2 0 は、選

択 されるサー ビスについて、受信 された当該 メインス 卜リ一厶のセグメン 卜

か ら、 コ ンテ ンツ を復号する （ステ ップ S 3 1 6 ) 。次 に、 コ ンテ ンツ再生

部 3 3 0 は、復号部 3 2 0 によ り復号 された コ ンテ ンツ を再生する （ス テ ツ

プ S 3 1 8 ) 。

[01 38] 次 に、制御部 3 5 0 は、 ス トリ一 ミングデータの再生を終 了すべ きかを判

定する （ステ ップ S 3 2 0 ) 。制御部 3 5 0 は、ス トリ一 ミングデータの再

生を終 了すべ きでない場合 には、 さ らに、ハ ン ドオ ーバ を実行すべ きかを判



定する （ステ ップS 3 2 2 ) 。例 えば、接続先のセルにおいて測定される信

号の受信品質が劣悪である場合、制御部 3 5 0 は、ハ ン ドオーバを実行すベ

きであると判定 し得 る。制御部 3 5 0 は、ハ ン ドオーバを実行すべ きである

場合 には、ハ ン ドオーバを実行することにより無線通信部 3 1 0 を新たなセ

ルへ接続させる （ステ ップS 3 2 4 ) 。そ して、処理はステ ップS 3 0 0 へ

戻る。一方、ハ ン ドオーバを実行すべ きではないと判定された場合、処理は

ステ ツプS 3 3 0 へ進む。

[01 39] ステ ップS 3 3 0 において、制御部 3 5 0 は、前回受信されたセグメン ト

データがサプス トリ一厶のセグメン 卜データであるかを判定する （ステ ップ

S 3 3 0 ) 。前回受信されたセグメン トデータがサブス トリームのセグメン

卜データである場合 には、制御部 3 5 0 は、セグメン トの配信周期 に関わ ら

ず、次に受信すべ き時間スロッ 卜をメインス トリームのための時間スロッ 卜

に切 り替える （ステ ップS 3 3 2 ) 。

[0140] その後、制御部 3 5 0 は、次に受信すべ き時間スロッ トまで、無線通信部

3 1 0 をス リープさせる （ステ ップS 3 3 4 ) 。 ここでの次に受信すべ き時

間スロッ 卜とは、次のメインス 卜リームのための時間スロッ 卜であってよい

。そ して、制御部 3 5 0 は、次に受信すべ き時間スロッ トが到来すると、無

線通信部 3 1 0 のス リープを終 了させ、無線通信部 3 1 0 に当該時間スロッ

卜でセグメン トデータを受信させる （ステ ップS 3 3 6 ) 。

[0141 ] その後、処理はステ ップS 3 1 0 へ戻 り、新たに受信されるセグメン トか

らのコンテンツの復号及び再生が繰 り返 され得 る。

[0142] < 5 . 変形例 >

上述 した実施形態において、時間スロッ トの構成は、システム内の無線 A

P 2 0 0 の配置に応 じて予め計画される。そ して、決定された時間スロッ ト

の構成 を定義するスロッ 卜構成データが、データ配信サーバ 1 0 0 のスロッ

卜構成 D B 1 5 0 により記憶 される。本節で説明する一変形例では、システ

厶内の無線 A P 2 0 0 の配置に応 じて、時間スロッ 卜の構成が動的に計画さ

れ得 る。



[0143] 図 1 2 は、一変形例に係るデータ配信サーバ 4 0 0 の構成の一例を示すプ

ロック図である。図 1 2 を参照すると、データ配信サーバ 4 0 0 は、通信部

0 、データ処理部 1 2 0 、記憶部 1 3 0 、制御部 4 4 0 、スロッ卜構成

D B 1 5 0 及びスロッ卜計画部 4 6 0 を備える。

[0144] 制御部 4 4 0 は、上述 したデータ配信サーバ 1 0 0 の制御部 1 4 0 と同様

、同じ周波数チャネルを利用 し且つ互いに重複するセルを有する複数の無線

A P 2 0 0 へ、異なる時間スロッ卜においてス 卜リ一ミングデータの各セグ

メン 卜が転送されるように、データ転送部 1 2 4 を制御する。但 し、本変形

例において、制御部 4 4 0 は、スロット計画部 4 6 0 により計画されるスロ

ッ卜構成に従って、データ配信サーバ 4 0 0 によるス トリ一ミングデータの

配信を制御する。例えば、制御部 4 4 0 は、ュ一ザからの指示に応 じて又は

周期的に、ス 卜リ一ミングに関与するシステム内の無線A P 2 0 0 の配置情

報 （以下、 A P配置情報という）を、無線A P 2 0 0 から収集する。 A P配

置情報は、例えば、各無線A P 2 0 0 の位置及びセルのカバ レッジ （半径な

ど）を示す情報であってよい。そ して、制御部 4 4 0 は、 1 つ以上の無線A

P 2 0 0 の配置が変化 した場合に、スロッ卜計画部 4 6 0 に時間スロッ卜の

構成の計画 （又は再計画）を要求する。

[0145] スロッ卜計画部 4 6 0 は、制御部 4 4 0 から提供されるA P配置情報に基

づいて、時間スロットの構成を計画する。例えば、スロット計画部 4 6 0 は

、各時間ウィン ドウ内の時間スロットの数を、互いに重複するセルを有 し且

つ同じ周波数チャネルを利用するアクセスボイン 卜の数に依存 して決定 し得

る。より具体的には、スロット計画部 4 6 0 は、 A P配置情報に基づいて、

サービスエリァ内で最も多 くのセルが重複する地点における、重複するセル

の数C を判定する。また、スロット計画部 4 6 0 は、利用可能な周波数チヤ

ネルの数 F を判定する。重複するセルの数C が利用可能な周波数チャネルの

数 F よりも多い場合には、互いに重複するセルにおいて同じ周波数チャネル

を利用せざるを得ない状況が存在する。この場合、スロット計画部 4 6 0 は

、例えば、C F を下回らない最小の整数Mを、 1 つの時間ウィン ドウ内の



時間スロットの数とする。 F = 1 である場合には、M = C であってよい。そ

して、スロット計画部 4 6 0 は、M個のマルチキャス トア ドレスを用意 し、

互いに重複するセルを有する無線A P 2 0 0 に、異なるマルチキャス 卜ア ド

レスを割り当てる。カラ一の数は、時間スロットの数M と周波数チャネルの

数 F との積に相当し得る。そ して、スロット計画部 4 6 0 は、図 3 A 及び図

3 B に例示 したような、時間スロット、マルチキャス トア ドレス及び周波数

チャネルの間のマツビングをカラ一ごとに定義するスロッ卜構成データを生

成 し、生成 したスロッ卜構成データをスロッ卜構成 D B 1 5 0 に記憶させる

。制御部 4 4 0 は、スロット計画部 4 6 0 により生成されるスロッ卜構成デ

—夕に従って、データ配信サーバ 4 0 0 によるス 卜リ一ミングデータの転送

を制御する。なお、制御部 4 4 0 は、並列的に提供されるべきス トリ一ミン

グデータの数 N を識別 し、各時間スロッ卜をさらにN個のサブスロッ卜に分

割 してもよい。

[0146] < 6 . まとめ>

ここまで、図 1 〜図 1 2 を用いて、本開示に係る技術の実施形態について

詳細に説明 した。上述 した実施形態によれば、重複する複数のセルを含むサ

—ビスエリァ内の 1 つ以上の端末装置へ配信されるべきス 卜リ一ミングデ一

夕に含まれるセグメン 卜の各々が、互いに重複するセルを有する無線ァクセ

スポイン トから、互いに異なる時間スロットで配信される。従って、これら

重複するセルにおいて異なる周波数チャネルを利用することができない状況

において、セルの重複領域でス 卜リ一ミングデータが干渉 し合うことを防止

することができる。それにより、端末装置がス トリ一ミングデータを安定的

に受信することが可能となる。また、上述 した仕組みは、 I E E E 8 0 2 .

1 1 a a において定義されている再送制御及び協調的な干渉制御、又は3 G

P P により標準化された e M B M S 技術のような、複雑な実装を要 しない。

そのため、比較的少ない実装コス 卜で、安定的なス 卜リ一ミングのための仕

組みを実現することができる。

[0147] また、上述 した実施形態によれば、 1 つの時間ウィン ドウ内に異なる無線



アクセスポィン 卜から各セグメン 卜を配信させるための複数の時間スロッ卜

が配置され、各時間ウィン ドウ内の時間スロットの数は、互いに重複するセ

ルを有 し且つ同じ周波数チャネルを利用する無線アクセスボイン 卜の数に依

存 して決定される。従って、サービスエリア内にどのように無線アクセスポ

ィン 卜が配置される場合にも、セルの重複領域においてス 卜リ一ミングデ一

タの無線信号が干渉 し合うことなく、各セグメン 卜を時間分割的に配信させ

ることができる。こうした仕組みは、例えば、予め計画的に配置されたセル

ではない既存のセルを用いてシステムを構築 しょうとする場合にも適用可能

である点で有益である。

[0148] また、上述 した実施形態によれば、同じセグメン トを異なる時間スロット

で配信する無線アクセスポイン ト向けのセグメン トデータのバケツ卜に、異

なるマルチキャス トア ドレスが付与された上で、それらバケツ卜が送出され

得る。かかる構成によれば、既存の多くの無線アクセスポイン トが既に有 し

ている I P ア ドレスフィルタリング機能を基盤として活用 して、上述 した仕

組みをより少ない実装コス 卜で実現することができる。無線アクセスポイン

卜については、 I P ア ドレスフィルタリング機能の設定が追加されるだけで

よく、新たな機能の開発は不要である。また、ス 卜リ一ミングデータの配信

が I P (Internet Protoco l ) 層以上の上位レイヤにおいて制御されるため

、端末装置については、例えば軽量のアプリケーシ ョンモジュールをインス

卜一ルすることにより、上述 した仕組みを容易にサボ一 卜させることができ

る。

[0149] また、上述 した実施形態によれば、端末装置は、ス トリ一ミングデータの

セグメン 卜の配信周期を認識 し、無線アクセスボイン 卜からセグメン 卜が受

信されない時間スロッ卜において無線通信機能を少なくとも部分的にスリ一

プさせ得る。それにより、端末装置の消費電力を低減させることができる。

[01 50] また、ある実施例によれば、異なる2 つの時間ウィン ドウ内の時間スロッ

卜において、ス 卜リ一ミングデータの同じセグメン 卜が無線アクセスポイン

卜から冗長的に配信される。この場合、端末装置は、先に配信されるセグメ



ン 卜の受信に失敗 したとしても、後に配信されるセグメン トを受信すること

により、ス 卜リ一ミングデータの一連のセグメン 卜をロスなく取得 してコン

テンッを復号することができる。従って、例えば端末装置がセル間で高速に

ハン ドオーバすることができない状況においても、ス 卜リ一ミングの継続性

を確保 し、シームレスなコンテンツの再生を実現することができる。

[01 5 1 ] なお、本明細書において説明 した各装置による一連の制御処理は、ソフ ト

ウェア、ハー ドウェア、及びソフ トウェアとハー ドウェアとの組合せのいず

れを用いて実現されてもよい。ソフ トウェアを構成するプログラムは、例え

ば、各装置の内部又は外部に設けられる記憶媒体 （非一時的な媒体 ：non-t r a

ns i tory med i a) に予め格納される。そ して、各プログラムは、例えば、実

日寺に R A M (Random Access Memory) に言売み込まれ、 C P U (Cent r a l

Process i ng Un i t ) などのプロセッサにより実行される。

[01 52] また、本明細書においてフローチヤ一 卜を用いて説明 した処理は、必ず し

もフローチヤ一 卜に示された順序で実行されなくてもよい。いくつかの処理

ステップは、並列的に実行されてもよい。また、追加的な処理ステップが採

用されてもよく、一部の処理ステツプが省略されてもよい。

[01 53] 以上、添付図面を参照 しながら本開示の好適な実施形態について詳細に説

明 したが、本開示の技術的範囲はかかる例に限定されない。本開示の技術分

野における通常の知識を有する者であれば、特許請求の範囲に記載された技

術的思想の範疇内において、各種の変更例または修正例に想到 し得ることは

明らかであり、これらについても、当然に本開示の技術的範囲に属するもの

と了解される。

[01 54] なお、以下のような構成も本開示の技術的範囲に属する。

( )

重複する複数のセルを含むエ リァ内の 1 つ以上の端末装置へ配信されるべ

きス トリ一ミングデータに含まれるセグメン 卜の各々を、第 1 のセルの第 1

のアクセスポイン トから第 1 の時間スロッ 卜で配信させ、前記第 1 のセルと

重複する第 2 のセルの第 2 のアクセスポィン 卜から前記第 1 の時間スロッ 卜



とは異なる第 2 の時間ス ロッ トで配信 させ る制御部、

を備 える通信制御装置。

( 2 )

前記制御部 は、前記第 1 のアクセスポイン 卜か ら前記第 2 の時間ス ロッ 卜

でデータを配信 させず、前記第 2 のアクセスポイン トか ら前記第 1 の時間ス

ロッ トでデータを配信 させない、前記 （1 ) に記載の通信制御装置。

( 3 )

前記制御部 は、 1 つの時間ウィン ドウ内に、異なるアクセスポイン トか ら

各セグメン 卜を配信 させ るための複数の時間ス ロッ 卜を配置 し、

各時間ウィン ドウ内の時間ス ロッ 卜の数 は、互いに重複するセル を有 し且

つ同 じ周波数チャネル を利用するアクセスボイン 卜の数 に依存 して決定され

る、

前記 （1 ) 又 は前記 （2 ) に記載の通信制御装置。

( 4 )

各 アクセスポイン トは、 I P ア ドレスフィルタ リング機能 を有 し、

前記制御部 は、 同 じセグメン トを同 じ時間ス ロッ 卜で配信するアクセスポ

ィン 卜へ各セグメン 卜を転送するためのバケ ツ 卜に同 じマルチキャス 卜ァ ド

レスを付与 し、 同 じセグメン トを異なる時間ス ロッ 卜で配信するアクセスポ

ィン 卜へ各セグメン 卜を転送するためのバケ ツ 卜に異なるマルチキャス 卜ァ

ドレスを付与する、

前記 （1 ) 〜 （3 ) のいずれか 1 項 に記載の通信制御装置。

( 5 )

前記制御部 は、前記ス 卜リ一 ミングデ一タを受信する端末装置 についての

卜ラフィック通知 メッセージ機能 を、各 アクセスポイン トに予め無効化 させ

る、前記 （1 ) 〜 （4 ) のいずれか 1 項 に記載の通信制御装置。

( 6 )

前記通信制御装置は、セグメン 卜の配信周期 を端末装置 に認識 させ るため

のタイムスタンプを、各 アクセスボイン 卜へ転送 される各セグメン 卜に付与



する転送部、 をさらに備える、前記 （1 ) 〜 （5 ) のいずれか 1 項 に記載の

通信制御装置。

( 7 )

前記第 1 の時間スロッ 卜は、第 1 の時間ウイン ドウに含 まれ、

前記制御部は、前記第 1 の時間ウイン ドウとは異なる第 2 の時間ウイン ド

ゥ内の第 3 の時間スロッ 卜で、前記第 1 の時間スロッ 卜で配信されるセグメ

ン 卜と同 じセグメン 卜を前記第 1 のアクセスボイン 卜か ら配信させる、

前記 （1 ) 〜 （6 ) のいずれか 1 項 に記載の通信制御装置。

( 8 )

前記第 1 の時間スロッ 卜と前記第 3 の時間スロッ 卜との間の時間差は、セ

ル間のハ ン ドオーバの所要時間に基づいて決定される、前記 （7 ) に記載の

通信制御装置。

( 9 )

前記 アクセスポイン トは、無線 L A N (Loca Area Network) のァクセ

スポィン 卜であ り、

前記複数のセルは、 O B S S (Ove lapp i ng Bas i c Serv i ce Sets) を構

成する、

前記 （1 ) 〜 （8 ) のいずれか 1 項 に記載の通信制御装置。

( 0 )

重複する複数のセルを含むエ リァ内の 1 つ以上の端末装置へ配信されるべ

きス トリ一ミングデータに含 まれるセグメン 卜の各 々を、第 1 のセルの第 1

のアクセスポイン 卜か ら第 1 の時間スロッ 卜で配信させることと、

前記セグメン 卜の各 々を、前記第 1 のセル と重複する第 2 のセルの第 2 の

アクセスポイン トか ら前記第 1 の時間スロッ 卜とは異なる第 2 の時間スロッ

卜で配信させることと、

を含む通信制御方法。

( )

通信制御装置を制御するコンピュ一タを、



重複する複数のセル を含むエ リァ内の 1 つ以上の端末装置へ配信 されるべ

きス トリ一 ミングデータに含 まれるセグメン 卜の各 々を、第 1 のセルの第 1

のアクセスポイン トか ら第 1 の時間ス ロッ 卜で配信 させ、前記第 1 のセル と

重複する第 2 のセルの第 2 のアクセスポィン 卜か ら前記第 1 の時間ス ロッ 卜

とは異なる第 2 の時間ス ロッ トで配信 させ る制御部、

と して動作 させ るためのプログラム。

( )

ス トリ一 ミングデータに含 まれるセグメン 卜の各 々を、第 1 の時間ス ロッ

卜及び第 2 の時間ス ロッ 卜を含む時間ウィン ドウ内の前記第 1 の時間ス ロッ

卜でアクセスボイン 卜か ら受信する無線通信部 と、

前記 アクセスボイン 卜か ら前記セグメン 卜が受信 されない前記第 2 の時間

ス ロッ 卜において、前記無線通信部 を少な くとも部分的にス リープさせ る制

御部 と、

を備 える 而 | 装置。

( 3 )

前記制御部 は、前記無線通信部 によ り受信 されるセグメン 卜に付与 される

タイムスタンプに基づいて、前記セグメン トの配信周期 を認識する、前記 （

) に記載の端末装置。

( 4 )

前記セグメン 卜の各 々は、前記第 1 の時間ス ロッ 卜及び前記第 1 の時間ス

ロッ 卜よ りも後の第 3 の時間ス ロッ 卜で冗長的に送信 され、

前記制御部 は、ハ ン ドオーバ を実行 した後、前記第 1 の時間ス ロッ トで配

信 されるセグメン 卜が受信 されなか った場合 には前記第 3 の時間ス ロッ 卜で

配信 される同 じセグメン トを前記無線通信部 に受信 させ る、

前記 （1 2 ) 又 は前記 （1 3 ) に記載の端末装置。

( 5 )

前記第 1 の時間ス ロッ 卜と前記第 3 の時間ス ロッ 卜との間の時間差 は、セ

ル間のハ ン ドオーバの所要時間に基づいて決定される、前記 （1 4 ) に記載



の端末装置。

( 6 )

前記制御部 は、前記第 3 の時間ス ロッ 卜で配信 されるセグメン トを前記無

線通信部 に受信 させた後、後続するセグメン トを受信するためのス ロッ 卜を

前記第 1 の時間ス ロッ 卜に切 り替 える、前記 （1 4 ) 又 は前記 （1 5 ) に記

載の端末装置。

( 7 )

前記制御部 は、前記第 1 の時間ス ロッ 卜又は前記第 3 の時間ス ロッ 卜にお

いてさ らに前記無線通信部 を少な くとも部分的にス リープさせ る、前記 （1

4 ) 〜 （1 6 ) のいずれか 1 項 に記載の端末装置。

( 8 )

端末装置 において、ス 卜リ一 ミングデータに含 まれるセグメン 卜の各 々を

、第 1 の時間ス ロッ 卜及び第 2 の時間ス ロッ 卜を含む時間ウィン ドウ内の前

記第 1 の時間ス ロッ 卜でアクセスポイン 卜か ら受信することと、

前記 アクセスボイン 卜か ら前記セグメン 卜が受信 されない前記第 2 の時間

ス ロッ 卜において前記端末装置の無線通信部 を少な くとも部分的にス リープ

させ ることと、

を含むデータ受信方法。

( 9 )

無線通信部 を備 える端末装置 を制御するコンピュータを、

ス トリ一 ミングデータに含 まれるセグメン 卜の各 々を、第 1 の時間ス ロッ

卜及び第 2 の時間ス ロッ 卜を含む時間ウィン ドウ内の前記第 1 の時間ス ロッ

卜で、前記無線通信部 にアクセスポイン トか ら受信 させ、及び

前記 アクセスボイン 卜か ら前記セグメン 卜が受信 されない前記第 2 の時間

ス ロッ 卜において前記無線通信部 を少な くとも部分的にス リープさせ る、

制御部、 と して機能 させ るためのプログラム。

( 2 0 )

第 1 のセル内の端末装置へ無線通信サー ビスを提供するアクセスボイン 卜



であ って、

ス トリ一 ミングデータに含 まれるセグメン 卜の各 々を前記端末装置へ配信

する無線通信部 と、

前記第 1 のセル と重複する第 2 のセル において各セグメン 卜が配信 される

時間ス ロッ 卜とは異なる時間ス ロッ 卜で、前記無線通信部 に各セグメン トを

前記端末装置へ配信 させ る制御部 と、

を備 えるアクセスボイン 卜。

符号の説明

1 0 0 ，4 0 0 データ配信サーバ （通信制御装置 )

1 1 0 通信部

1 2 データ取得部

1 4 データ転送部

1 4 0 ，4 4 0 制御部

4 6 0 計画部

2 0 0 無線 アクセスポイン ト （基地局）

1 0 ネ ッ 卜ヮ一ク通信部

2 2 0 フィルタ リング部

2 4 0 無線通信部

2 5 0 制御部

3 0 0 而末装

3 1 0 無線通信部

3 2 0 復号部

3 3 0 コ ンテ ンツ再生部

3 5 0 制御部



請求の範囲

[ 請求項 1] 重複する複数のセル を含むエ リァ内の 1 つ以上の端末装置へ配信 さ

れるべ きス トリ一 ミングデータに含 まれるセグメン 卜の各 々を、第 1

のセルの第 1 のアクセスポィン 卜か ら第 1 の時間ス ロッ 卜で配信 させ

、前記第 1 のセル と重複する第 2 のセルの第 2 のアクセスポィン 卜か

ら前記第 1 の時間ス ロッ 卜とは異なる第 2 の時間ス ロッ 卜で配信 させ

る制御部、

を備 える通信制御装置。

[ 請求項 2 ] 前記制御部 は、前記第 1 のアクセスボイン 卜か ら前記第 2 の時間ス

ロッ 卜でデータを配信 させず、前記第 2 のアクセスポイン トか ら前記

第 1 の時間ス ロッ 卜でデータを配信 させない、請求項 1 に記載の通信

制御装置。

[ 請求項 3 ] 前記制御部 は、 1 つの時間ウイン ドウ内に、異なるアクセスボイン

卜か ら各セグメン 卜を配信 させ るための複数の時間ス ロッ 卜を配置 し

各時間ウィン ドウ内の時間ス ロッ 卜の数 は、互いに重複するセル を

有 し且つ同 じ周波数チャネル を利用するアクセスボイン 卜の数 に依存

して決定される、

請求項 1 に記載の通信制御装置。

[ 請求項 4 ] 各 アクセスポイン トは、 I P ア ドレスフィルタ リング機能 を有 し、

前記制御部 は、 同 じセグメン 卜を同 じ時間ス ロッ 卜で配信するァク

セスポィン 卜へ各セグメン 卜を転送するためのバケ ツ 卜に同 じマルチ

キャス 卜ァ ドレスを付与 し、 同 じセグメン 卜を異なる時間ス ロッ 卜で

配信するアクセスボイン 卜へ各セグメン 卜を転送するためのバケ ツ 卜

に異なるマルチキャス 卜ァ ドレスを付与する、

請求項 1 に記載の通信制御装置。

[ 請求項 5 ] 前記制御部 は、前記ス 卜リ一 ミングデ一タを受信する端末装置 につ

いての トラフィック通知 メッセージ機能 を、各 アクセスポイン 卜に予



め無効化させる、請求項 1 に記載の通信制御装置。

前記通信制御装置は、セグメン 卜の配信周期を端末装置に認識させ

るためのタイムスタンプを、各アクセスポィン 卜へ転送される各セグ

メン 卜に付与する転送部、をさらに備える、請求項 1 に記載の通信制

御装置。

前記第 1 の時間スロッ卜は、第 1 の時間ウイン ドウに含まれ、

前記制御部は、前記第 1 の時間ウィン ドウとは異なる第 2 の時間ゥ

イン ドウ内の第 3 の時間スロッ卜で、前記第 1 の時間スロッ卜で配信

されるセグメン 卜と同じセグメン 卜を前記第 1 のアクセスボイン 卜か

ら配信させる、

請求項 1 に記載の通信制御装置。

前記第 1 の時間スロッ卜と前記第 3 の時間スロッ卜との間の時間差

は、セル間のハン ドオーバの所要時間に基づいて決定される、請求項

7 に記載の通信制御装置。

前記アクセスポイン トは、無線 L A N (Loca Area Network) の

アクセスポィン 卜であり、

前記複数のセルは、 O B S S (Ove lapp i ng Bas i c Serv i ce Set

s ) を構成する、

請求項 1 に記載の通信制御装置。

重複する複数のセルを含むェリァ内の 1 つ以上の端末装置へ配信さ

れるべきス トリ一ミングデータに含まれるセグメン 卜の各々を、第 1

のセルの第 1 のアクセスポィン 卜から第 1 の時間スロッ卜で配信させ

ることと、

前記セグメン 卜の各々を、前記第 1 のセルと重複する第 2 のセルの

第 2 のアクセスポイン 卜から前記第 1 の時間スロッ卜とは異なる第 2

の時間スロッ卜で配信させることと、

を含む通信制御方法。

通信制御装置を制御するコンピュ一タを、



重複する複数のセル を含むェ リァ内の 1 つ以上の端末装置へ配信 さ

れるべ きス トリ一 ミングデータに含 まれるセグメン 卜の各 々を、第 1

のセルの第 1 のアクセスポィン 卜か ら第 1 の時間ス ロッ 卜で配信 させ

、前記第 1 のセル と重複する第 2 のセルの第 2 のアクセスポィン 卜か

ら前記第 1 の時間ス ロッ 卜とは異なる第 2 の時間ス ロッ 卜で配信 させ

る制御部、

と して動作 させ るためのプログラム。

[ 請求項 12 ] ス トリ一 ミングデータに含 まれるセグメン トの各 々を、第 1 の時間

ス ロッ 卜及び第 2 の時間ス ロッ 卜を含む時間ウィン ドウ内の前記第 1

の時間ス ロッ 卜でアクセスポイン 卜か ら受信する無線通信部 と、

前記 アクセスボイン 卜か ら前記セグメン 卜が受信 されない前記第 2

の時間ス ロッ 卜において、前記無線通信部 を少な くとも部分的にス リ

—プさせ る制御部 と、

《倫 凡 る 而末装 。

[ 請求項 13 ] 前記制御部 は、前記無線通信部 によ り受信 されるセグメン トに付与

されるタイムスタンプに基づいて、前記セグメン 卜の配信周期 を認識

する、請求項 1 2 に記載の端末装置。

[ 請求項 14] 前記セグメン 卜の各 々は、前記第 1 の時間ス ロッ 卜及び前記第 1 の

時間ス ロッ 卜よ りも後の第 3 の時間ス ロッ 卜で冗長的に送信 され、

前記制御部 は、ハ ン ドオーバ を実行 した後、前記第 1 の時間ス ロッ

卜で配信 されるセグメン 卜が受信 されなか った場合 には前記第 3 の時

間ス ロッ 卜で配信 される同 じセグメン 卜を前記無線通信部 に受信 させ

る、

請求項 1 2 に記載の端末装置。

[ 請求項 15 ] 前記第 1 の時間ス ロッ 卜と前記第 3 の時間ス ロッ 卜との間の時間差

は、セル間のハ ン ドオーバの所要時間に基づいて決定される、請求項

4 に記載の端末装置。

[ 請求項 16 ] 前記制御部 は、前記第 3 の時間ス ロッ トで配信 されるセグメン トを



前記無線通信部 に受信 させた後、後続するセグメン トを受信するため

のス ロッ 卜を前記第 1 の時間ス ロッ 卜に切 り替 える、請求項 1 4 に記

載の端末装置。

[ 請求項 17 ] 前記制御部 は、前記第 1 の 時間ス ロ ッ 卜又は前記第 3 の 時間ス ロ ッ

卜においてさ らに前記無線通信部 を少な くとも部分的にス リープさせ

る、請求項 1 4 に記載の端末装置。

[ 請求項 18 ] 端末装置 において、ス トリ一 ミングデータに含 まれるセグメン トの

各 々を、第 1 の時間ス ロ ッ 卜及び第 2 の時間ス ロ ッ 卜を含む時間 ウ イ

ン ドウ内の前記第 1 の時間ス ロ ッ 卜でア クセ ス ポィン 卜か ら受信する

ことと、

前記 アクセスボイン 卜か ら前記セグメン 卜が受信 されない前記第 2

の時間ス ロッ 卜において前記端末装置の無線通信部 を少な くとも部分

的にス リープさせ ることと、

を含むデータ受信方法。

[ 請求項 19 ] 無線通信部 を備 える端末装置 を制御するコンピュータを、

ス トリ一 ミングデータに含 まれるセグメン 卜の各 々を、第 1 の時間

ス ロッ 卜及び第 2 の時間ス ロッ 卜を含む時間ウィン ドウ内の前記第 1

の時間ス ロッ 卜で、前記無線通信部 にアクセスポイン トか ら受信 させ

、及び

前記 アクセスボイン 卜か ら前記セグメン 卜が受信 されない前記第 2

の時間ス ロッ 卜において前記無線通信部 を少な くとも部分的にス リ一

プさせ る、

制御部、 と して機能 させ るためのプログラム。

[ 請求項 20] 第 1 のセル内の端末装置へ無線通信サー ビスを提供するアクセスポ

イン 卜であ って、

ス 卜リ一 ミングデータに含 まれるセグメン 卜の各 々を前記端末装置

八配信する無線通信部 と、

前記第 1 のセル と重複する第 2 のセル において各セグメン 卜が配信



される時間ス ロッ 卜とは異なる時間ス ロッ 卜で、前記無線通信部 に各

セグメン 卜を前記端末装置へ配信 させ る制御部 と、

を備 えるアクセスボイン 卜。
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